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﹃
詩
經
﹄
の
各
詩
は
詠
ま
れ
た
時
代
や
地
域
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
天
文
現
象
や
制
度
、
建
築
、
衣
冠
、
祭
器
、
動
植
物
な
ど
多
樣
な

事
物
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
詩
の
內
容
や
詠
ま

れ
た
意
圖
、
ひ
い
て
は
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
意
義
を
理
解
す
る

上
で
必
要
な
知
識
で
あ
る
と
さ
れ
、
歷
代
の
學
者
は
樣
々
な
注
釋
を

著
し
た
。
と
こ
ろ
が
南
宋
以
降
、
註
釋
と
と
も
に
圖
解
が
編
纂
さ
れ

普
及
す
る
。

　
﹃
詩
經
﹄
圖
解
が
普
及
し
た
理
由
は
、
そ
の
編
纂
背
景
に
垣
間
見

え
る
。
現
存
す
る
南
宋
か
ら
明
代
ま
で
の
圖
解
に
よ
る
と
、
單
行
本

は
主
に
地
方
の
學
校
の
參
考
資
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
附
錄

は
﹁
纂
圖
互
註
本
﹂
や
﹃
詩
集
傳
﹄、﹃
詩
經
大
全
﹄
な
ど
、
學
習
や

科
舉
受
驗
に
用
い
ら
れ
る
﹃
詩
經
﹄
の
テ
キ
ス
ト
に
附
さ
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
初
學

者
や
受
驗
者
の
參
照
に
供
す
る
た
め
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
代
ま
で
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
學
習
者
の
補
助
教
材
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
內
容
は
學
習
上
必
要
な
事
柄
を
既
成
の
書
物
か
ら
採
錄
し

て
お
り
、
新
た
な
知
見
を
示
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま

た
、
圖
示
す
る
事
物
は
南
宋
の
楊
甲
﹁
毛
詩
正
變
指
南
圖
﹂
や
、
こ

れ
を
書
肆
が
改
編
し
た
圖
解
が
明
代
ま
で
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
お

り
、
諸
國
の
系
圖
や
天
文
地
理
、
土
地
や
軍
事
建
築
と
い
っ
た
制

度
、
衣
冠
、
祭
器
な
ど
、
歷
史
、
政
治
、
禮
に
關
す
る
も
の
が
主
と

な
っ
て
次
第
に
定
型
化
し
た
。
だ
が
、
補
助
教
材
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
そ
の
內
容
に
は
編
纂
さ
れ
た
時
代
、
地
域
で
廣
く
行
わ
れ
て
い

た
解
釋
が
古
い
註
釋
に
代
わ
り
採
錄
さ
れ
て
い
た
り
、
そ
の
よ
う
な

註
釋
の
圖
が
增
補
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
教
育
、
學
習

レ
ベ
ル
で
の
﹃
詩
經
﹄
解
釋
の
受
容
と
流
行
の
動
向
を
知
る
上
で
、

清
代
の
『
詩
經
』
圖
解
に
つ
い
て

―
― 

前
代
の
繼
承
と
改
編 

―
―

原　

田　
　
　

信
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﹃
詩
經
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圖
解
に
つ
い
て
︵
原
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︶

﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
價
值
あ
る
資
料
だ
と
言
え
よ
う︵
１
︶。

　

そ
れ
で
は
、
清
代
に
お
け
る
﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
概
ね
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
明

代
以
前
の
圖
解
を
飜
刻
、
改
編
し
た
圖
解
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
部
分

を
占
め
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
ご
く
僅
か
に
存
在
す
る
、
考
證
學
者

や
畫
家
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
地
圖
や
動
植
物
の
圖
解
な
ど
、
明
代

以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
圖
解
で
あ
る
。

　

清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
利
用
の
新
た
な
動
向
を
知
る
上
で
、
初
め

て
見
ら
れ
る
圖
解
は
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

圖
解
が
登
場
し
た
背
景
を
知
る
に
は
、
ま
ず
よ
り
大
き
な
背
景
、
す

な
わ
ち
大
部
分
を
占
め
る
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
清
代
に
編
纂
さ
れ
た
、

明
代
以
前
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
影
響
が
見
ら
れ
る
圖
解
を
主
に
取
り

上
げ
、
そ
の
編
纂
と
飜
刻
の
經
緯
か
ら
、
こ
れ
ら
の
圖
解
が
そ
れ
ま

で
の
圖
解
を
ど
の
よ
う
に
繼
承
し
、
改
編
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

一
、�

明
代
の
勅
撰
「
詩
經
大
全
圖
」
の
翻
刻
と
改
編

　

清
代
で
も
早
い
時
期
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
、
康
熙
年
間
の
初
期
以

降
に
見
ら
れ
る
、
明
の
勅
撰
書
﹃
詩
經
大
全
﹄
の
附
錄
﹁
詩
經
大
全

圖
﹂︵
以
下
﹁
大
全
圖
﹂︶
の
飜
刻
、
改
編
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
筆
者

が
調
査
し
得
た
五
種
の
圖
解
を
取
り
上
げ
る︵
２
︶。

一
―
一　

清
代
に
お
け
る
「
詩
經
大
全
圖
」
の
飜
刻

　

清
の
順
治
年
間
に
明
の
舊
制
を
踏
襲
し
た
﹁
科
舉
條
例
﹂
が
公
布

さ
れ
た
際
、﹃
詩
經
﹄
は
そ
れ
ま
で
通
り
朱
熹
﹃
詩
集
傳
﹄
に
依
據

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
雍
正
五
年
に
勅
撰
書
﹃
欽
定
詩

經
傳
說
彙
纂
﹄
が
刊
刻
さ
れ
る
ま
で
は
、
朱
熹
﹃
詩
集
傳
﹄
の
公
的

な
註
釋
書
で
あ
っ
た
明
の
﹃
詩
經
大
全
﹄
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
附
錄

﹁
大
全
圖
﹂
も
廣
く
參
照
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る︵

３
︶。

た
だ
し
、

清
代
に
飜
刻
さ
れ
た
﹁
大
全
圖
﹂
は
、
永
樂
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
勅

撰
の
も
の
と
や
や
異
な
る
。

　

例
え
ば
、
書
肆
の
唐
少
村
が
刊
刻
し
た
康
熙
三
十
五
年
新
刊
の
徐

九
一
︵
徐
汧
︶
輯
﹃
詩
經
大
全
﹄
お
よ
び
康
熙
五
十
六
年
新
鐫
の
黃

際
飛
︵
黃
越
︶
校
訂
﹃
重
刻
詩
經
大
全
﹄
は︵
４
︶、

明
代
勅
撰
の
﹁
大
全

圖
﹂
と
二
箇
所
が
異
な
る
。
一
つ
は
﹁
十
五
國
風
地
理
之
圖
﹂
に
、

元
代
の
地
名
﹁
嶺
北
省
、
和
林
城
﹂
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
も
う
一
つ
は
南
宋
の
楊
甲
﹃
六
經
圖
﹄
の
﹁
毛
詩
正
變
指
南
圖
﹂

︵
以
下
﹁
指
南
圖
﹂︶
に
見
え
る
﹁
小
戎
馬
式
﹂
圖
が
﹁
俴
駟
之
圖
﹂

と
し
て
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︵
表
一
お
よ
び
圖
一
を
參
照
︶。

　

明
代
で
は
官
衙
や
書
肆
が
度
々
﹁
大
全
圖
﹂
を
飜
刻
し
た
が
、
こ
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の
二
點
の
特
徵
は
、
明
の
末
期
、
崇
禎
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
張
溥

﹃
詩
經
注
疏
大
全
合
纂
﹄
の
﹁
大
全
圖
﹂
に
見
え
、
清
代
の
﹁
大
全

圖
﹂
は
こ
れ
を
飜
刻
し
た
可
能
性
が
あ
る︵

５
︶。

勅
撰
﹁
大
全
圖
﹂
が
國

家
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
圖
解
で
あ
る
以
上
、
明
代
で
は
安
易
に
改
編

す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
末
期
に
な
る
と
そ
の
權
威
は
既

に
搖
ら
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
勅
撰
﹁
大
全
圖
﹂
は
全
國
の
學
宮
に

頒
布
さ
れ
て
お
り
、
清
代
に
も
少
な
か
ら
ず
傳
わ
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
が︵

６
︶、

清
代
の
書
肆
が
敢
え
て
改
編
さ
れ
た
﹁
大
全
圖
﹂
を
採

錄
し
た
の
は
、
明
末
に
起
こ
り
始
め
た
﹁
大
全
圖
﹂
改
編
の
氣
運
を

受
け
繼
い
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

21
周
元
戎
圖

16
佩
用
之
圖
︵
雜
佩
／
觹
／

韘
／
縭
／
帨
／
笄
／
揥
︶

11
楚
丘
定
之
方
中
圖

６
靈
臺
辟
廱
之
圖

１
思
無
邪
圖

22
秦
小
戎
圖

17
禮
器
圖
︵
籩
／
豆
／
俎
／

簋
／
登
／
爵
／
斝
／
罍
／
犧

尊
／
壺
／
秬
／
卣
／
鬯
／
楅

衡
／
圭
／
榖
璧
／
蒲
璧
／
圭

瓚
／
璋
瓚
︶

12
公
劉
相
陰
陽
圖

７
皋
門
應
門
圖

２
四
始
圖

23
兵
器
服
圖
︵
甲
／
胄
／
干

／
戈
／
戚
／
揚
／
殳
／
矛
／

弓
／
虎
／
韔
／
矢
／
魚
服
／

旟
／
旐
／
侯
／
旌
／
旄
／
旌

／
决
／
拾
／
韠
︶

18
樂
器
圖
︵
琴
／
笙
簧
瑟
／

簫
／
管
／
籥
／
柷
／
塤
／
圉

／
篪
／
鐘
／
磬
／
鼓
／
虡
︶

13
豳
公
七
月
風
化
之
圖

８
泮
宮
圖

３
正
變
風
雅
之
圖

24
諸
國
世
次
圖

19
雜
器
圖
︵
鼎
／
鬵
／
錡
／

釜
／
罐
／
升
／
斗
／
筐
／

筥
︶

14
冠
服
圖
︵
冔
／
弁
／
臺
笠

／
緇
撮
︶

９
大
東
總
星
之
圖

４
詩
有
六
義
之
圖

25
作
詩
時
世
圖

20
車
制
之
圖
︵
輪
／
輻
／
轂

／
輈
︶

15
衣
裳
圖
︵
袞
衣
／
羔
裘
豹

飾
／
狐
裘
／
繡
裳
／
芾
韠
／

邪
幅
／
瑱
︶

10
七
月
流
火
之
圖

５
十
五
國
風
地
理
之
圖

表
一　

明
代
「
詩
經
大
全
圖
」、
清
代
「
欽
定
詩
傳
圖
」
收
錄
圖
一
覽
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清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
︵
原
田
︶

一
―
二　

�

姜
文
燦
『
詩
經
正
解
』
の
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」（
康
熙

二
十
三
年
）

　

康
熙
二
十
三
年
︵
一
六
八
四
︶
刊
刻
の
﹃
詩
經
正
解
﹄
卷
頭
に
は

﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂
が
附
さ
れ
て
い
る︵

７
︶。﹃

詩
經
正
解
﹄
の
編
者
は

封
面
に
姜
文
燦
と
吳
荃
の
名
が
見
え
る
が
、
圖
解
は
冒
頭
に
﹁
丹
陽

姜
文
燦
我
英
氏
輯
訂
﹂
と
あ
り
、
姜
文
燦
が
一
人
で
編
纂
し
た
も
の

で
あ
る
。
姜
文
燦
は
丹
陽
の
人
、
字
は
我
英
、
別
業
の
深
柳
堂
で
吳

荃
な
ど
の
人
士
と
交
流
し
て
お
り
、
吳
荃
が
編
纂
し
た
﹃
四
書
正

解
﹄
が
人
氣
を
博
し
た
の
で
、
書
肆
が
姜
文
燦
と
吳
荃
の
二
人
に

﹃
詩
經
正
解
﹄
の
編
纂
を
持
ち
か
け
た
と
い
う︵

８
︶。

　
﹃
詩
經
正
解
﹄
の
序
に
は
﹃
詩
經
大
全
﹄
の
內
容
に
準
じ
て
編
纂

さ
れ
た
﹁
舉
業
書
﹂︵
科
舉
の
參
考
書
︶
で
あ
る
顧
夢
麟
の
﹃
詩
經
說

圖
一　
「
小
戎
馬
式
」
と
「
俴
駟
之
圖
」
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約
﹄
や
﹃
詩
經
金
丹
﹄
を
整
理
し
て
完
成
さ
せ
た
と
あ
り
、﹃
詩
經

正
解
﹄
も
舉
業
書
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
か
、﹃
四
庫
全
書
總
目
﹄

は
同
書
本
文
の
內
容
に
は
一
切
言
及
せ
ず
、﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂

に
つ
い
て
﹁
南
宋
の
﹃
六
經
圖
﹄
や
明
の
馮
復
京
﹃
六
家
詩
名
物

疏
﹄
を
踏
襲
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
解
釋
は
極
め
て
淺
は
か
だ
﹂

と
指
摘
し
て
い
る︵

９
︶。

　

し
か
し
、
こ
の
指
摘
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。﹁
深
柳
堂
詩

經
圖
考
﹂
全
九
十
七
圖
︵
表
二
參
照
︶
の
う
ち
、﹃
四
庫
全
書
總
目
﹄

が
指
摘
す
る
よ
う
に
南
宋
﹃
六
經
圖
﹄
の
﹁
指
南
圖
﹂
と
圖
、
解

說
と
も
に
同
じ
な
の
は
４
﹁
楚
丘
揆
日
景
圖
﹂、
５
﹁
公
劉
相
陰
陽

圖
﹂、
12
﹁
清
廟
閟
宮
﹂、
68
﹁
秦
小
戎
圖
﹂
の
四
圖
の
み
で
あ
る
。

11
﹁
明
堂
﹂
は
圖
こ
そ
﹁
指
南
圖
﹂
の
も
の
だ
が
、
解
說
は
﹁
指
南

圖
﹂
が
引
用
す
る
﹃
毛
詩
﹄
や
﹃
周
禮
﹄
の
註
疏
で
は
な
く
、﹃
白

虎
通
義
﹄
を
採
錄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
７
﹁
靈
臺
﹂
以
降
の
九
十
一
圖
は
、
北
宋
の
聶
崇
義
﹃
三

禮
圖
﹄
か
ら
の
採
錄
や
出
典
未
詳
の
十
四
圖
を
除
き
、
す
べ
て
明

の
﹁
大
全
圖
﹂
の
圖
で
あ
る︵

　
︶
10

。
な
か
で
も
圖
と
解
說
と
も
に
﹁
大

全
圖
﹂
と
同
じ
な
の
は
60
﹁
矛
﹂、
62
﹁
虎
韔
﹂、
64
﹁
魚
服
﹂、
67

﹁
周
元
戎
圖
﹂、
69
﹁
輪
﹂、
70
﹁
轂
﹂、
82
﹁
柷
﹂、
87
﹁
釜
﹂、
97

﹁
鞞
﹂
の
九
圖
で
あ
り
、
そ
の
他
の
圖
の
解
說
は
﹁
指
南
圖
﹂
や

﹃
毛
詩
﹄
の
註
疏
、﹃
三
禮
圖
﹄、
朱
熹
﹃
詩
集
傳
﹄、﹃
六
家
詩
名
物

疏
﹄
な
ど
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂
冒
頭
の
天
文
三
圖
は
、
そ
れ
ま

で
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
見
ら
れ
な
い
。
１
﹁
天
文
圖
﹂
は
明
の
章
璜

﹃
圖
書
編
﹄
の
﹁
昊
天
垂
象
圖
﹂
に
類
似
す
る
が
、
圖
中
に
は
﹁
昊

天
垂
象
圖
﹂
に
な
い
﹁
赤
道
﹂﹁
黄
道
﹂
を
示
す
圓
を
描
い
て
い
る
。

姜
文
燦
が
﹁
昊
天
垂
象
圖
﹂
を
改
編
し
た
か
、
他
に
﹁
赤
道
﹂﹁
黄

道
﹂
を
示
し
た
圖
が
あ
り
、
そ
れ
を
採
錄
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
２

﹁
月
淹
日
光
爲
日
食
之
圖
﹂
と
３
﹁
地
影
蔽
月
爲
月
食
之
圖
﹂
は
、

末
尾
に
錢
塘
の
洪
雲
來
が
著
し
た
﹁
交
食
論
﹂
と
い
う
日
・
月
食
の

原
理
に
關
す
る
解
說
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の
人
物
が
作
成
し
た
の

か
も
し
れ
な
い︵

　
︶
11

。

　

以
上
の
よ
う
に
、﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂
の
內
容
は
﹁
大
全
圖
﹂

を
主
と
し
な
が
ら
、﹃
詩
經
﹄
圖
解
以
外
の
諸
書
を
廣
く
採
錄
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
採
錄
基
準
は
﹃
詩
經
正
解
﹄
の
中
に
言
及

が
な
く
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
だ
が
、﹃
詩
經
正
解
﹄
の
凡
例
に
は

﹁
諸
書
を
參
考
し
て
採
錄
し
、
以
て
多
識
を
葊
め
し
む
﹂
と
あ
る
。

編
者
の
姜
文
燦
が
﹁
大
全
圖
﹂
を
改
編
し
、
よ
り
多
く
の
知
識
を
收

錄
し
た
新
た
な
﹃
詩
經
﹄
圖
解
を
作
ろ
う
と
意
圖
し
て
い
た
こ
と
は

疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
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一
―
三　

趙
燦
英
『
詩
經
集
成
』
の
「
詩
經
圖
考
」（
康
熙
二
十
六
年
）

　

康
熙
二
十
六
年
︵
一
六
九
〇
︶
に
完
成
し
た
﹃
詩
經
集
成
﹄
の
卷

頭
に
は
﹁
詩
經
圖
考
﹂
が
附
さ
れ
て
い
る︵

　
︶
12

。
編
者
は
趙
燦
英
、
字

は
殿
颺
、
常
州
の
人
で
あ
る
。
封
面
の
宣
傳
文
や
序
文
に
よ
る
と
、

趙
燦
英
は
先
に
編
纂
し
た
﹃
四
書
集
成
﹄
が
人
氣
を
博
し
た
た
め
、

書
肆
の
依
頼
に
よ
り
朱
熹
の
新
註
を
主
と
し
た
﹃
詩
經
集
成
﹄
を
編

表
二　
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
收
錄
圖
一
覽

97
鞞
89
升
斗

81
圉
73
胄
65
旟
57
簫

49
圭
︵
桓
圭
、
信

圭
、
躬
圭
︶

41
琴
33
俎
25
雜
佩

17
袞
衣

９
皋
門
應
們

１
天
文
圖

90
筐
筥

82
柷
74
干
66
旐
58
鞉

50
璧
︵
榖
璧
、
蒲

璧
︶

42
瑟
34
簋
26
韘
18
羔
裘
豹
飾

10
泮
宮

２
月
淹
日
光
爲
日

食
之
圖

91
旂
83
籥
75
戈
67
周
元
戎
圖

59
殳

51
圭
瓚

43
犧
尊

35
登
27
縭
19
狐
裘

11
明
堂

３
地
影
蔽
月
爲
月

食
之
圖

92
旄
84
鼎
76
戚
68
秦
小
戎
圖

60
矛

52
璋
瓚

44
壺
36
爵
28
帨
20
繡
裳

12
清
廟
閟
宮

４
楚
丘
揆
日
景
圖

93
旌
85
鬵
77
揚
69
輪
・
輻

61
弓

53
鐘
45
鬱
鬯

37
斝
29
笄
21
芾
鞞

13
冔

５
公
劉
相
陰
陽
圖

94
侯
86
錡
78
塤
70
轂
62
虎
韔

54
鼓
46
卣
38
罍
30
揥
22
邪
幅

14
弁

６
輿
地
全
圖
內
標

十
五
國
都
故
址

95
決
87
釜
79
管
71
輈
63
矢

55
磬
47
秬
黍

39
几
31
籩
23
瑱
15
臺
笠

７
靈
臺

96
拾
88
罐
80
篪
72
甲
64
魚
服

56
笙
48
楅
衡

40
筵
32
豆
24
觹
16
緇
撮

８
辟
雍

※
１
は
書
中
に
圖
の
名
稱
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
假
に
﹁
天
文
圖
﹂
と
し
た
。
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纂
し
た
と
い
う
。
ま
た
、﹃
詩
經
集
成
﹄
の
凡
例
に
は
、
そ
の
編
纂

に
お
い
て
科
舉
の
受
驗
學
習
に
役
立
つ
か
ど
う
か
を
重
視
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る︵

　
︶
13

。﹃
詩
經
集
成
﹄
の
編
纂
經
過
は
概
ね
先
述
し
た

﹃
詩
經
正
解
﹄
と
同
樣
で
あ
り
、
同
書
も
﹁
舉
業
書
﹂
と
し
て
編
纂

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
﹁
詩
經
圖
考
﹂
の
內
容
は
先
述
の
﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
兩
圖
の
違
い
は
﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂
の
冒
頭
に
あ

る
天
文
關
連
の
三
圖
と
、
６
﹁
輿
地
全
圖
內
標
十
五
國
都
故
址
﹂
が

削
ら
れ
て
お
り
、
圖
の
順
序
が
一
部
異
な
る
點
で
あ
る
。

　
﹁
詩
經
圖
考
﹂
の
編
纂
意
圖
は
そ
の
凡
例
に
見
え
、
圖
解
は
受
驗

學
習
に
必
ず
し
も
役
立
つ
わ
け
で
は
な
い
が
舊
來
の
書
物
に
あ
る
こ

と
か
ら
收
錄
し
た
こ
と
、
そ
し
て
古
今
共
通
の
事
物
の
圖
は
削
り
、

異
な
る
事
物
は
失
傳
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
收
錄
し
た
こ
と
の
二

點
が
舉
げ
ら
れ
て
い
る

︵
　
︶
14

。

　
﹁
詩
經
圖
考
﹂
は
そ
の
名
稱
と
內
容
か
ら
、
明
ら
か
に
﹁
深
柳
堂

詩
經
圖
考
﹂
を
改
編
し
た
圖
解
で
あ
る
。
改
編
を
行
っ
た
理
由
は
不

明
確
で
あ
り
、
特
に
古
今
で
共
通
す
る
と
い
う
理
由
で
地
圖
や
天
文

圖
を
削
っ
た
こ
と
は
、
讀
者
が
參
照
す
る
上
で
必
要
性
が
あ
っ
た
と

は
考
え
難
い
。
編
者
の
趙
燦
英
は
圖
解
が
﹁
受
驗
學
習
に
役
立
つ
と

は
限
ら
な
い
﹂
と
し
、
收
錄
に
つ
い
て
も
﹁
舊
來
の
書
物
に
も
附
さ

れ
て
い
る
﹂
と
い
う
消
極
的
な
理
由
を
舉
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、﹁
詩
經
圖
考
﹂
に
お
け
る
改
編
は
﹃
詩
經
﹄
の
學
習
や
解
釋
と

は
別
の
要
因
、
例
え
ば
刊
刻
費
用
の
削
減
の
よ
う
な
、
經
濟
的
な
側

面
か
ら
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

一
―
四　

高
朝
瓔
『
詩
經
體
註
圖
考
』（
康
熙
五
十
年
）

　

康
熙
五
十
年
︵
一
七
一
一
︶
に
は
﹃
詩
經
體
註
圖
考
﹄
が
編
纂
さ

れ
た︵

　
︶
15

。
編
者
の
高
朝
瓔
は
自
序
に
﹁
錢
塘
學
人
﹂
と
あ
る
以
外
、

そ
の
經
歷
は
不
詳
で
あ
る︵

　
︶
16

。
こ
の
圖
解
の
編
纂
經
過
は
先
述
し
た

﹃
詩
經
正
解
﹄
や
﹃
詩
經
集
成
﹄
と
よ
く
似
て
い
る
。
自
序
に
よ
る

と
、
高
朝
瓔
は
﹃
詩
經
體
註
圖
考
﹄
完
成
の
前
年
、
書
肆
の
要
望
に

應
じ
て
﹃
四
書
融
註
﹄
を
編
纂
し
て
お
り
、
續
け
て
﹁
五
經
﹂
註
釋

書
の
編
纂
を
始
め
、
ま
ず
﹃
詩
經
﹄
か
ら
着
手
し
た
と
い
う
。

　
﹃
詩
經
體
註
圖
考
﹄
は
上
部
に
各
詩
の
概
要
と
主
旨
、
下
部
に
詩
の

本
文
お
よ
び
朱
熹
の
新
註
を
載
せ
る
體
裁
を
と
っ
て
お
り
、
ま
た
高

朝
瓔
が
自
序
の
中
で
同
書
を
﹁
帖
括
の
資
﹂
と
稱
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
の
﹃
詩
經
正
解
﹄
や
﹃
詩
經
集
成
﹄
と
同
じ
舉
業
書
で
あ
る
。

　

本
圖
解
は
全
八
十
七
圖
を
收
錄
し
、
す
べ
て
圖
の
み
で
解
說
は
な

い
︵
表
三
參
照
︶。
圖
は
ほ
ぼ
す
べ
て
﹁
大
全
圖
﹂
か
ら
の
採
錄
で
あ

る
。﹁
俴
駟
﹂
圖
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
清
代
翻
刻
の
﹁
大
全
圖
﹂
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と
同
じ
く
明
末
の
﹃
詩
經
注
疏
大
全
合
纂
﹄
の
も
の
で
あ
る
。
末
尾

の
﹁
視
濯
視
牲
圖
﹂
の
み
は
北
宋
の
楊
復
﹃
儀
禮
圖
﹄
に
見
え
る
圖

で
あ
る
。

　

內
容
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、﹃
詩
經
體
註
圖
考
﹄
は
﹁
大
全
圖
﹂

に
﹁
視
濯
視
牲
圖
﹂
を
補
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
先
述
し
た
﹁
深
柳
堂

詩
經
圖
考
﹂
の
よ
う
な
大
幅
な
改
編
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ
の

表
三　
『
詩
經
體
注
圖
考
』
收
錄
圖
一
覽

81
管

71
圭
︵
桓
圭
、

佶
圭
、
信
圭
、

躬
圭
︶

61
璋
瓚

51
篪
41
豆

31
小
戎
︵
輈
、

轂 

等
︶

21
弁

11
帨

１
十
五
國
風

地
理
圖

82
鼎

72
壺
62
靈
臺

52
大
東
總
星

圖 42
袞
衣

32
俴
駟

22
璧
︵
榖
璧
、

蒲
璧
︶

12
籥

２
琴

83
泮

73
秬
63
辟
雍

53
俎
43
笙

33
虎
韔

23
觹

13
爵

３
瑟

84
楅
衡

74
鬯
64
登

54
鞞
44
魚
服

34
甲

24
韘

14
笄

４
鐘

85
犧
尊

75
卣
65
斝

55
芾
45
旐

35
簋

25
殳

15
瑱

５
鼓

86
貝

76
鞉
66
干

56
邪
幅

46
旂

36
罐

26
酋
矛

16
揥

６
罍

87
視
濯
視
牲

圖 77
磬
67
戈

57
臺
笠

47
元
戎

37
鬵

27
雜
佩

17
定
中
揆
日

圖 ７
筐

78
柷
68
戚

58
緇
撮

48
决

38
流
火

28
侯

18
旄

８
筥

79
圉
69
揚

59
皋
門
應
們

49
拾

39
縭

29
輻

19
旟

９
錡

80
簫
70
相
陰
陽

60
圭
瓚

50
塤

40
籩

30
輪

20
旌

10
釜

※
13
、
34
、
52
、
65
は
書
中
に
圖
の
名
稱
が
無
い
た
め
﹁
大
全
圖
﹂
に
見
え
る
同
じ
圖
の
名
稱
を
記
し
た
。
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特
徴
は
、
上
圖
下
文
の
形
式
で
本
文
中
に
圖
を
示
し
た
こ
と
に
あ

る
。
こ
れ
は
、
小
說
な
ど
で
は
古
く
よ
り
見
ら
れ
る
が
、﹃
詩
經
﹄

の
圖
解
で
は
﹃
詩
經
體
註
圖
考
﹄
ま
で
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
體
裁
で
あ

る
。

　

そ
れ
ま
で
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
、
南
宋
の
﹁
指
南
圖
﹂
や
﹃
毛
詩

圖
說
﹄、
元
代
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄
と
い
っ
た
一
部
の
單
行
本
や
石
碑

を
除
き
、
大
部
分
は
﹃
詩
經
﹄
テ
キ
ス
ト
の
卷
頭
に
附
さ
れ
た
參
考

資
料
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
朝
瓔
は
圖
も
﹁
經
書
の
內
容
を
探

究
す
る
た
め
の
手
が
か
り
﹂
で
あ
り
、
圖
を
附
す
こ
と
で
﹁
む
や
み

に
受
驗
學
習
の
參
考
書
を
提
供
す
る
の
で
は
な
い
﹂
と
述
べ
て
お

り︵
　
︶
17

、
お
そ
ら
く
こ
の
た
め
に
圖
を
﹃
詩
經
﹄
本
文
の
な
か
に
組
み

込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
﹃
詩
經
體
註
圖
考
﹄
が
舉
業
書
の
體
裁
を
と
る
以
上
、
編
纂
者
が

本
心
か
ら
圖
解
を
經
學
探
究
の
材
料
と
考
え
て
い
た
の
か
は
や
や
疑

わ
し
い
。
し
か
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
改
編
を
重
ね
、
次
第
に
形
式

的
な
附
錄
と
な
っ
て
い
た
﹃
詩
經
﹄
圖
解
が
﹃
詩
經
﹄
本
文
と
容

易
に
對
照
で
き
る
、
よ
り
實
用
的
な
形
式
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
利
用
を
考
え
る
上
で
少
な
か
ら
ぬ
意
義
の
あ
る
變

化
で
あ
っ
た
。

一
―
五　

�

勅
撰
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
欽
定
詩
傳
圖
」（
雍

正
五
年
）

　

清
代
に
唯
一
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
は
、
雍
正
五
年

︵
一
七
二
七
︶
に
完
成
し
た
﹃
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
﹄
の
附
錄
﹁
詩
傳

圖
﹂︵
以
下
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂︶
で
あ
る
︵
表
一
參
照
︶。﹃
欽
定
詩
經
傳

說
彙
纂
﹄
の
凡
例
は
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
の
編
纂
過
程
に
言
及
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
內
容
の
同
一
性
、
そ
し
て
解
說
の
出
典
と
し

て
﹁
胡
廣
詩
經
大
全
﹂
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
圖
解
は
明
の

﹁
大
全
圖
﹂
を
底
本
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
の
圖
は
、
５
﹁
十
五
國
風
地
理
之
圖
﹂
の
一
部

が
清
代
の
地
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
以
外
、
す
べ
て
﹁
大
全
圖
﹂
の

も
の
で
あ
る
。
一
方
、
解
說
は
大
幅
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。﹁
大
全

圖
﹂
の
解
說
が
主
に
朱
熹
や
そ
の
學
統
に
連
な
る
宋
元
の
學
者
の

﹃
詩
經
﹄
解
釋
し
か
示
し
て
い
な
い
の
に
對
し
、﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
は

漢
唐
の
解
釋
も
多
く
採
錄
し
て
い
る︵

　
︶
18

。
こ
の
改
編
は
、
朱
熹
﹃
詩

集
傳
﹄
を
主
と
し
て
、
漢
か
ら
明
ま
で
の
有
益
な
解
釋
は
採
錄
す
る

と
い
う
、﹃
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
﹄
全
體
の
編
纂
方
針
に
よ
り
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た︵

　
︶
19

。

　
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
が
刊
刻
さ
れ
て
以
後
、
康
熙
年
間
初
頭
よ
り
見

ら
れ
た
﹁
大
全
圖
﹂
の
飜
刻
や
、﹁
大
全
圖
﹂
を
主
體
と
し
た
﹃
詩
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經
﹄
圖
解
の
編
纂
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
公
的

に
參
照
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
が
世
に
廣
ま
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
以
下
で
述
べ
る
宋
元
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の

改
編
や
校
勘
で
は
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
が
主
要
な
材
料
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
は
清
代
に
お
け
る
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
な

か
で
も
依
據
す
べ
き
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
、
他
の
圖
解
の
內
容
に

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
與
え
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

二
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
解
の
飜
刻
と
改
編

　

こ
れ
ま
で
筆
者
が
調
査
し
得
た
清
代
飜
刻
の
宋
元
﹃
詩
經
﹄
圖
解

は
六
種
、
こ
の
う
ち
南
宋
の
﹁
指
南
圖
﹂
の
飜
刻
は
一
種
、
そ
の
他

は
す
べ
て
元
代
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
﹁
詩
經
圖
﹂
の
飜
刻
で
あ
る
。

二
―
一　

�

江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」（
康
熙
四
十
八
年
）

　

清
代
の
宋
元
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
飜
刻
本
の
な
か
で
も
早
期
の
も
の

は
、
康
熙
四
十
八
年
︵
一
七
〇
九
︶
に
完
成
し
た
江
爲
龍
﹃
朱
子
六
經

圖
﹄
の
﹁
詩
經
圖
﹂
で
あ
る︵

　
︶
20

。
飜
刻
者
の
江
爲
龍
は
桐
城
の
人
、
康

熙
三
十
九
年
の
進
士
で
宜
春
知
縣
、
吏
部
主
事
な
ど
を
歷
任
し
た︵

　
︶
21

。

　

本
圖
解
の
底
本
は
、
葉
涵
雲
の
序
に
﹁
信
州
頖
宮
︵
州
學
︶
に
置

か
れ
た
石
碑
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
ま
で
傳
わ
っ
て
い
る
元
代

の
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
こ
と
で
あ
る
。
飜
刻
の
經
緯
や
動
機
は
葉
涵
雲

や
江
爲
龍
の
序
に
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
爲
龍
は
幼
い
時
よ

り
經
書
を
學
び
、
疑
義
が
あ
れ
ば
廣
く
諸
書
を
調
べ
考
證
し
て
お

り
、
い
ず
れ
そ
の
成
果
を
書
物
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

科
舉
の
學
習
に
追
わ
れ
、
役
人
に
な
る
と
職
務
に
追
わ
れ
、
そ
の
念

願
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
狀
況
の
な
か
で
康
熙
四

十
七
年
、
官
舍
を
訪
ね
て
き
た
周
子
用
よ
り
朱
熹
が
編
纂
し
た
と
い

う
﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
贈
ら
れ
た
。
江
爲
龍
は
こ
の
圖
が
經
書
の
原
義

を
探
究
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
、
ま
た
流
傳
が
少
な
い
こ
と

を
鑑
み
、
圖
の
順
序
を
整
え
、
さ
ら
に
四
書
圖
を
加
え
て
十
六
卷
と

し
飜
刻
し
た
と
い
う︵

　
︶
22

。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
爲
龍
が
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
飜
刻
に
至
っ
た
の
は

經
書
の
考
證
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
飜
刻

の
動
機
と
し
て
重
要
な
の
は
、
江
爲
龍
や
葉
涵
雲
が
﹃
六
經
圖
碑
﹄

を
朱
熹
の
編
纂
物
と
し
、
宋
か
ら
明
に
至
る
經
書
圖
解
の
原
點
と
考

え
て
い
た
こ
と
で
あ
る︵

　
︶
23

。
實
際
に
は
朱
熹
が
﹃
六
經
圖
﹄
を
編
纂

し
た
記
錄
は
な
く
、﹃
六
經
圖
碑
﹄
も
元
代
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
る︵

　
︶
24

。

　

清
の
周
中
孚
は
、
江
爲
龍
が
﹃
六
經
圖
碑
﹄
に
四
書
圖
を
加
え
、

意
圖
的
に
﹁
朱
子
﹂
の
名
を
書
名
に
冠
し
た
と
す
る︵

　
︶
25

。
し
か
し
、
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江
爲
龍
の
自
序
を
見
る
限
り
、
江
爲
龍
は
周
子
用
よ
り
贈
ら
れ
た
圖

が
﹃
朱
子
六
經
圖
﹄
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
整
理
校
勘
し
た

上
で
四
書
の
圖
解
を
採
錄
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
意
圖
的
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
編
纂
者
が
朱
熹
だ
と
い

う
風
說
が
あ
り
、
江
爲
龍
も
そ
れ
を
疑
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
江

爲
龍
の
考
え
の
正
否
は
と
も
か
く
、
そ
の
飜
刻
は
朱
熹
の
學
問
を
繼

承
し
、
經
書
考
證
の
資
と
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
―
二　

�

潘
寀
鼎
『
六
經
圖
考
』
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」（
康
熙

六
十
一
年
）

　

康
熙
六
十
一
年
︵
一
七
二
二
︶
に
刊
刻
さ
れ
た
潘
寀
鼎
﹃
六
經
圖

考
﹄
は
、
南
宋
の
楊
甲
﹃
六
經
圖
﹄
の
飜
刻
で
あ
る︵

　
︶
26

。
楊
甲
の

﹃
六
經
圖
﹄
は
、
明
代
で
は
萬
曆
年
間
に
吳
繼
仕
な
ど
複
數
の
人
物

に
よ
り
飜
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
清
代
で
は
本
圖
解
が
數
少
な
い
例
の

一
つ
で
あ
る
。

　

潘
寀
鼎
は
溧
陽
の
人
、
康
煕
四
十
八
年
の
進
士
、
江
夏
知
縣
を
務

め
た
人
物
で
あ
る︵

　
︶
27

。﹃
六
經
圖
考
﹄
の
自
序
に
記
さ
れ
た
飜
刻
意
圖

に
よ
る
と
、
か
つ
て
流
傳
の
少
な
か
っ
た
﹃
六
經
圖
﹄
を
明
の
﹁
計

部
大
夫
汝
南
方
公
﹂
が
飜
刻
し
た
が
、
こ
の
版
は
大
き
く
閱
覽
や
攜

帶
に
不
便
な
た
め
小
型
の
版
に
改
め
て
と
い
う︵

　
︶
28

。
こ
の
小
型
化
に

よ
り
、﹃
六
經
圖
考
﹄
の
﹁
指
南
圖
﹂
は
原
圖
の
內
容
の
う
ち
﹁
詩

篇
名
﹂
や
﹁
作
詩
時
世
﹂、
そ
し
て
草
木
蟲
魚
な
ど
の
名
稱
を
一
覽

化
し
た
﹁
釋
名
﹂
な
ど
、﹁
譜
︵
表
︶﹂
に
相
當
す
る
部
分
が
す
べ
て

削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

圖
解
の
小
型
化
が
企
圖
さ
れ
た
こ
と
は
、
當
時
の
人
々
の
な
か

に
、
經
書
の
學
習
や
考
證
に
お
い
て
圖
解
を
よ
り
身
近
に
利
用
し
よ

う
と
す
る
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
二
―
三　

常
定
遠
飜
刻
『
六
經
全
圖
』
の
「
詩
經
圖
」（
雍
正
元
年
）

　

雍
正
元
年
︵
一
七
二
三
︶
に
は
、
襄
城
の
太
學
生
で
あ
る
常
定
遠

が
﹃
六
經
全
圖
﹄
を
刊
行
し
た︵

　
︶
29

。
こ
れ
も
元
代
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の

飜
刻
で
あ
る
。
自
序
に
よ
る
と
、
常
定
遠
は
康
熙
六
十
年
、
陽
翟
で

古
書
を
賣
る
者
か
ら
﹃
六
經
圖
﹄
六
卷
を
購
い
、
若
い
時
に
學
ん
だ

經
學
を
思
い
出
し
、
ま
た
流
傳
の
少
な
い
﹁
信
州
石
本
﹂
や
﹁
廬

江
木
本
﹂
を
廣
め
る
こ
と
が
世
の
經
學
研
鑽
の
一
助
に
な
る
と
考

え
飜
刻
し
た
と
い
う︵

　
︶
30

。﹁
信
州
石
本
﹂
は
元
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
拓

本
、﹁
廬
江
木
本
﹂
は
明
の
萬
曆
四
十
二
年
、
廬
江
の
章
達
・
盧
謙

が
﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
飜
刻
し
た
﹃
五
經
圖
﹄
六
卷
の
こ
と
で
あ
る
。

常
定
遠
が
購
入
し
た
﹃
六
經
圖
﹄
は
卷
數
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
﹃
五
經
圖
﹄
だ
ろ
う
。
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﹃
六
經
全
圖
﹄
の
各
序
に
は
、
當
時
の
人
々
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄
に

對
す
る
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
牟
欽
元
の
序
に
は
﹁
漢
宋

以
來
、
學
者
は
經
書
を
考
訂
し
、
そ
の
成
果
を
石
に
刻
み
傳
え
た

が
、
現
存
す
る
の
は
鵝
湖
書
院
の
石
刻
だ
け
で
あ
る
﹂
や
﹁
六
經
の

坊
本
は
﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
篇
首
に
附
す
が
、
簡
略
で
物
事
の
本
末
を

推
し
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
あ
り
、
萬
邦
榮
の
序
に
は
﹁
先
に

南
宋
楊
甲
の
﹃
六
經
圖
﹄
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
﹃
文
獻
通
考
﹄
に

記
載
が
な
い
。﹃
六
經
圖
﹄
と
明
の
﹃
五
經
圖
﹄
を
比
べ
る
と
、
圖

の
順
序
や
內
容
の
多
く
が
異
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な

い
。︵﹃
五
經
圖
﹄
の
底
本
で
あ
る
﹃
六
經
圖
碑
﹄
は
︶
あ
る
い
は
元
、
明

の
間
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
あ
る︵

　
︶
31

。

　

こ
れ
ら
の
認
識
は
、
先
述
し
た
﹃
朱
子
六
經
圖
﹄
の
編
者
な
ど

が
﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
朱
熹
の
手
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
の
と
は

隨
分
隔
た
り
が
あ
る
。
古
書
や
飜
刻
本
の
流
通
を
通
じ
て
、
當
時
の

人
々
は
南
宋
の
﹃
六
經
圖
﹄
や
元
代
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄、
坊
本
の
圖

解
と
の
間
に
存
在
す
る
異
同
に
氣
づ
き
、
圖
解
の
來
歷
に
も
注
意
を

向
け
始
め
た
の
で
あ
る
。

二
―
四　

盧
雲
英
『
五
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」（
雍
正
二
年
）

　
﹃
六
經
全
圖
﹄
完
成
の
翌
年
、
盧
雲
英
が
﹃
五
經
圖
﹄
を
飜
刻
し

た
。
盧
雲
英
は
前
項
で
言
及
し
た
﹃
五
經
圖
﹄
の
飜
刻
者
盧
謙
の
孫

で
あ
る
。
同
書
の
楊
恢
基
﹁
重
刻
五
經
圖
序
﹂
に
よ
る
と
、
盧
雲
英

は
﹃
五
經
圖
﹄
の
流
傳
が
少
な
い
こ
と
を
惜
し
み
、
學
習
者
の
參
考

に
資
す
る
た
め
家
藏
の
﹃
五
經
圖
﹄
を
王
皜
な
る
人
物
に
校
訂
さ
せ

て
飜
刻
し
た
。
王
皜
の
﹁
重
刻
五
經
圖
凡
例
﹂
に
は
、﹃
五
經
圖
﹄

と
﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
對
照
し
て
縮
尺
や
圖
の
收
錄
順
序
を
校
訂
し
た

こ
と
、
南
宋
の
﹃
六
經
圖
﹄
以
來
刊
刻
さ
れ
た
經
書
の
圖
解
と
﹃
六

經
圖
碑
﹄
と
が
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
編
者
の
姓
名
が
傳
わ
ら
な
い

﹃
六
經
圖
碑
﹄
は
お
そ
ら
く
一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

盧
雲
英
の
﹃
五
經
圖
﹄
飜
刻
は
、
前
項
で
述
べ
た
常
定
遠
の
﹃
六

經
全
圖
﹄
と
は
全
く
別
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
ど
ち
ら
の
序
に
も

﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
由
來
に
關
す
る
疑
義
や
、﹃
六
經
圖
碑
﹄
と
他
の
圖

解
と
の
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
廣
ま
り

は
、
そ
の
後
行
わ
れ
る
經
書
圖
解
の
考
證
、
校
勘
の
重
要
な
契
機
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
五　

王
皜
『
六
經
圖
定
本
』
の
『
詩
經
』
圖
解
（
乾
隆
五
年
）

　

乾
隆
五
年
︵
一
七
四
〇
︶
に
は
王
皜
が
﹃
六
經
圖
定
本
﹄
を
編
纂

し
た︵

　
︶
32

。
王
皜
は
前
項
の
盧
雲
英
﹃
五
經
圖
﹄
に
同
姓
同
名
の
校
訂
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者
が
見
え
る
が
、
同
一
人
物
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
﹃
六
經
圖
定
本
﹄
は
南
宋
の
﹃
六
經
圖
﹄
と
元
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄

を
折
衷
し
た
圖
解
で
あ
る
。
王
皜
の
自
序
に
は
元
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄、

南
宋
﹃
六
經
圖
﹄
の
最
も
古
い
飜
刻
で
あ
る
明
の
吳
繼
仕
本
と
そ
の

後
ま
も
な
く
飜
刻
さ
れ
た
郭
若
維
本
、
既
述
し
た
清
代
の
江
爲
龍
本

や
潘
寀
鼎
本
と
い
っ
た
諸
本
を
對
照
し
て
圖
解
の
遺
漏
や
省
略
を
發

見
し
た
た
め
、
南
宋
の
﹃
六
經
圖
﹄
を
主
と
し
、﹃
六
經
圖
碑
﹄
を

副
と
し
て
後
學
の
た
め
に
校
勘
を
試
み
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
各
經

の
末
尾
に
は
﹁
參
訂
﹂
や
﹁
御
書
改
正
﹂
と
い
う
校
勘
說
明
が
あ

り
、﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
箇
所
で
は
﹃
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
﹄
の
﹁
詩

傳
圖
﹂
と
、
吳
繼
仕
本
や
坊
本
と
の
異
同
を
記
し
て
い
る
。

　

王
皜
の
編
纂
意
圖
は
、
異
同
の
多
い
經
書
圖
解
の
傳
來
狀
況
や
諸

版
本
を
調
べ
、﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
も
含
め
て
校
勘
を
行
い
、﹁
正
確
﹂

な
圖
解
を
世
に
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
前
項
ま
で
に
述
べ
よ
う
に
、

常
定
遠
や
盧
雲
英
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄
飜
刻
で
は
す
で
に
圖
解
の
來
歴

や
圖
解
間
の
差
異
が
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
王
皜
の
﹃
六
經
圖
定

本
﹄
編
纂
に
至
っ
て
、
こ
の
認
識
は
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
考
證
、
校
勘

へ
と
結
實
し
た
の
で
あ
る
。

二
―
六　

鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
の
『
詩
經
』
圖
解
（
乾
隆
八
年
）

　

乾
隆
八
年
︵
一
七
四
三
︶
に
編
纂
さ
れ
た
﹃
六
經
圖
﹄
の
編
者
は

鄭
之
僑
、
字
は
東
里
、
乾
隆
二
年
の
進
士
で
あ
り
、
鉛
山
知
縣
や
寶

慶
府
知
府
を
歷
任
し
た
と
い
う︵

　
︶
33

。
鄭
之
僑
が
﹃
六
經
圖
﹄
を
編
纂

し
た
意
圖
は
、
そ
の
自
序
や
雷
鋐
の
序
に
み
え
る
。
鄭
之
僑
は
鉛
山

知
縣
の
時
、
諸
生
に
經
書
を
講
義
し
、
諸
生
が
よ
く
理
解
で
き
な
い

際
は
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
拓
本
を
示
し
た
。
し
か
し
、﹃
六
經
圖
碑
﹄

に
は
誤
り
が
多
か
っ
た
た
め
諸
說
を
集
め
て
校
訂
し
た
。
そ
し
て
校

訂
本
を
諸
生
に
示
し
た
と
こ
ろ
、
初
學
者
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で

刊
刻
す
る
よ
う
願
わ
れ
た
と
い
う︵

　
︶
34

。

　

鄭
之
僑
﹃
六
經
圖
﹄
の
序
や
凡
例
に
は
校
訂
の
詳
細
が
記
さ
れ
て

い
な
い
。﹃
詩
經
﹄
の
圖
解
を
見
る
限
り
、
鄭
之
僑
は
主
に
﹃
六
經

圖
碑
﹄
を
參
照
し
た
よ
う
だ
が
、
南
宋
の
﹁
指
南
圖
﹂
に
あ
る
﹁
清

廟
閟
宮
圖
﹂
や
既
述
し
た
﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂
の
日
食
・
月
食
に

關
す
る
圖
解
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、﹃
六
經
圖
碑
﹄
に
は
圖

に
對
應
す
る
解
說
が
無
い
が
、
鄭
之
僑
﹃
六
經
圖
﹄
は
大
部
分
の
解

說
を
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
か
ら
採
錄
し
て
お
り
、
な
か
に
は
服
虔
、
陳

祥
道
、
呂
祖
謙
、
王
應
麟
な
ど
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
に
は
見
え
な
い

人
々
の
說
を
補
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　

鄭
之
僑
の
﹃
六
經
圖
﹄
は
、﹃
詩
經
﹄
圖
解
を
校
訂
し
よ
う
と
し
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清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
︵
原
田
︶

た
點
で
は
先
の
王
皜
﹃
六
經
圖
定
本
﹄
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か

し
、
清
代
の
天
文
圖
解
や
諸
家
の
解
說
を
補
う
な
ど
、
そ
の
編
纂
は

﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
校
訂
よ
り
も
增
補
や
改
編
と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切

で
あ
る
。
鄭
之
僑
は
﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
も
と
に
、
初
學
者
が
多
樣
な

知
識
を
得
ら
れ
る
圖
解
の
作
成
を
試
み
た
の
だ
ろ
う
。

二
―
七　

�

楊
魁
植
編
・
楊
文
源
增
訂
『
九
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」

（
乾
隆
三
十
七
年
）

　
﹃
九
經
圖
﹄
は
楊
魁
植
が
編
纂
し
、
そ
の
子
楊
文
源
が
增
訂
し
た

圖
解
で
あ
る︵

　
︶
35

。﹃
九
經
圖
﹄
に
あ
る
複
數
の
序
に
よ
る
と
、
楊
魁
植

の
字
は
輝
斗
、
號
は
乾
齋
、
漳
州
長
泰
の
人
、
孝
友
方
正
に
推
薦
さ

れ
る
も
赴
か
ず
、
生
涯
生
員
で
あ
っ
た︵

　
︶
36

。
楊
魁
植
は
藏
書
家
で
多

く
の
圖
譜
を
所
藏
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
世
に
ほ
と
ん
ど
傳
わ
ら

な
い
元
代
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄
が
あ
っ
た
。
楊
魁
植
は
學
生
が
受
驗
學

習
に
努
力
す
る
ほ
ど
見
聞
を
狹
め
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、﹃
六
經
圖

碑
﹄
を
も
と
に
﹃
九
經
圖
﹄
を
編
纂
し
た
。
し
か
し
、
楊
魁
植
は

﹃
九
經
圖
﹄
の
原
稿
を
殘
し
て
沒
し
た
た
め
、
そ
の
子
の
楊
文
源
が

原
稿
を
增
訂
し
刊
刻
し
た︵

　
︶
37

。

　
﹃
九
經
圖
﹄
の
﹁
詩
經
圖
﹂
の
內
容
は
概
ね
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
も

の
で
あ
る
。﹁
四
始
圖
﹂、﹁
公
劉
相
陰
陽
圖
﹂、﹁
周
元
戎
圖
﹂
の
三

圖
は
﹃
六
經
圖
碑
﹄
に
見
え
な
い
朱
熹
や
嚴
粲
の
說
を
引
用
し
、
ま

た
末
尾
に
﹁
作
詩
時
世
圖
﹂
が
補
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
編
者
に
よ

り
補
わ
れ
た
の
は
鳥
獸
な
ど
の
一
覽
表
に
見
え
る
名
稱
の
總
數
と
、

﹁
毛
詩
小
序
之
圖
﹂
の
﹁
詩
大
序
﹂
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

﹁
詩
經
圖
﹂
は
﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
不
足
を
ほ
ぼ
す
べ
て
﹁
欽
定
詩
傳

圖
﹂
よ
り
補
っ
た
圖
解
で
あ
っ
た
。

　
﹃
九
經
圖
﹄
の
編
者
楊
父
子
が
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
以
外
の
圖
解
や

諸
家
の
說
を
採
ら
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
は
、﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
最

も
古
い
圖
解
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。﹃
九
經
圖
﹄
の
﹁
凡
例
﹂

に
は
﹁﹃
六
經
圖
碑
﹄
と
南
宋
﹃
六
經
圖
﹄
の
明
代
吳
繼
仕
飜
刻
本

と
を
比
べ
る
と
、
後
者
に
は
缺
け
て
い
る
內
容
が
多
い
﹂
と
あ
る

︵
　
︶
38

。

楊
父
子
は
元
代
の
﹃
六
經
圖
碑
﹄
が
改
編
さ
れ
て
南
宋
の
﹃
六
經

圖
﹄
と
な
り
、
こ
れ
が
明
代
に
飜
刻
さ
れ
る
過
程
で
多
く
の
內
容
が

失
わ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
元
の
姿
を
傳

え
て
い
な
い
以
上
、
學
習
の
標
準
と
さ
れ
た
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
以
外

の
圖
解
は
、
參
照
す
る
必
要
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
原
因
は
、﹃
九
經
圖
﹄
の
主
要
な
編
纂
目
的

が
科
舉
試
驗
對
策
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。﹃
九
經
圖
﹄
に
寄
せ
ら
れ

た
諸
氏
の
序
に
は
、
先
述
し
た
﹁
學
生
が
受
驗
學
習
に
努
力
す
る
ほ
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ど
見
聞
を
狹
め
て
い
る
﹂
の
よ
う
に
、
圖
解
が
經
書
の
解
釋
に
役
立

ち
見
聞
を
廣
め
る
と
い
っ
た
編
纂
意
義
を
舉
げ
て
い
る
が
、
編
者
の

楊
文
源
の
序
に
は
﹁
近
頃
の
科
舉
は
秋
に
開
催
さ
れ
、
策
問
に
は
し

ば
し
ば
圖
學
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
父
が
苦
心
探
究
し
て
﹃
九

經
圖
﹄
を
編
纂
し
た
こ
と
を
思
う
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る︵

　
︶
39

。

　

以
上
二
つ
の
理
由
か
ら
、﹃
九
經
圖
﹄
は
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
以
外

の
內
容
を
加
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。﹃
九
經
圖
﹄
の

﹁
凡
例
﹂
は
南
宋
の
﹃
六
經
圖
﹄
の
ほ
か
、
歷
代
經
書
の
坊
本
に
圖

解
が
附
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。﹃
九
經
圖
﹄
の
編
者

は
他
の
經
書
圖
解
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
科
舉

受
驗
に
不
要
な
圖
や
解
說
を
意
圖
的
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

三
、�

徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』（
乾
隆
三
十
六
年
）

に
お
け
る
既
成
の
『
詩
經
』
圖
解
の
影
響

　

乾
隆
三
十
六
年
︵
一
七
七
一
︶
に
編
纂
さ
れ
た
徐
鼎
の
﹃
毛
詩
名
物

圖
說
﹄
は
、
宋
代
以
降
に
中
國
で
編
纂
さ
れ
た
﹃
詩
經
﹄
圖
解
と
し

て
は
ほ
ぼ
唯
一
動
植
物
の
圖
を
描
い
て
お
り
、
經
書
の
註
疏
、
小
學
、

本
草
な
ど
諸
書
の
記
載
を
附
し
て
い
る︵

　
︶
40

。
同
書
の
序
に
よ
る
と
、
徐

鼎
は
字
を
實
夫
、
號
を
雪
樵
と
い
い
、
畫
家
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物

で
あ
る
。
自
宅
で
學
問
を
教
授
し
、
巡
撫
の
幕
下
で
講
義
を
行
っ
て

お
り
、
沈
德
潛
と
面
識
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
徐
鼎
は
年
少
の
時
分
、

兄
に
﹃
毛
詩
﹄
を
教
授
さ
れ
て
名
物
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
に
氣
づ

き
、
書
肆
を
往
來
す
る
こ
と
二
十
年
、
諸
書
の
記
載
を
集
め
た
が
書

物
の
上
の
學
問
だ
け
で
は
﹁
格
致
多
識
の
學
﹂
を
脩
め
る
の
に
不
足

を
感
じ
、
山
川
を
め
ぐ
っ
て
民
間
の
情
報
を
集
め
、
動
植
物
の
圖
を

描
い
た
と
い
う︵

　
︶
41

。

　
﹃
毛
詩
名
物
圖
說
﹄
に
は
動
植
物
以
外
の
圖
解
は
收
錄
さ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
の
自
序
に
は
﹁
動
植
物
以
外
の
禮
樂
、
冠
裳
、
車
旂
の

圖
は
後
に
刊
行
す
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
同
書
の
稿

本
に
よ
る
と︵

　
︶
42

、
當
初
、
徐
鼎
は
動
植
物
と
﹁
禮
樂
、
冠
裳
、
車
旂
﹂

な
ど
の
圖
解
を
ま
と
め
て
編
纂
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
、
稿
本

の
目
次
︵
表
四
參
照
︶
全
十
卷
の
う
ち
、
卷
七
以
下
に
は
禮
樂
、
衣

冠
、
天
文
地
理
の
圖
の
項
目
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
宋
元
以

來
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
事
物
で
あ
る
。

　

稿
本
は
破
損
箇
所
が
多
い
が
、
僅
か
に
﹁
關
雎
圖
﹂
と
﹁
七
月
流

火
圖
﹂
の
二
圖
が
殘
っ
て
い
る
。﹁
七
月
流
火
圖
﹂
は
南
宋
の
書
肆

が
編
纂
し
た
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
收
錄
さ
れ
て
以
來
、
元
、
明
、
清
三

代
の
圖
解
に
見
え
る
。
こ
の
た
め
、
徐
鼎
が
ど
の
時
代
の
﹃
詩
經
﹄

圖
解
に
よ
っ
て
禮
樂
等
の
圖
の
作
成
を
構
想
し
た
か
は
明
ら
か
に
し
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清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
︵
原
田
︶

が
た
い
が
、
當
時
の
人
物
が
ま
ず
參
照
す
る
と
す
れ
ば
﹁
欽
定
詩
傳

圖
﹂
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
稿
本
に
は
﹁
七
月
流
火
圖
﹂、﹁
辟
廱
圖
﹂、﹁
泮
宮
圖
﹂
三

圖
の
解
說
も
殘
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
清
の
﹁
大
全
圖
﹂
や
﹁
欽

定
詩
傳
圖
﹂
に
似
る
が
か
な
り
增
補
さ
れ
て
お
り
、
引
用
書
名
を
明

示
し
て
い
る
﹃
玉
海
﹄
の
ほ
か
、﹃
文
獻
通
考
﹄
の
記
載
と
思
わ
れ

る
箇
所
も
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
徐
鼎
が
禮
樂
等
の
圖
解
を
完
成
さ
せ
た
か
ど
う
か

明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
稿
本
の
內
容
か
ら
は
、
少
な
く

と
も
徐
鼎
が
宋
元
以
來
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
大
幅

に
改
編
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

四
、
清
末
・
民
國
初
期
の
坊
本
と
圖
解

　

清
代
中
後
期
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
諸
圖
解
の
ほ
か
に
も

樣
々
な
圖
解
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
道
光
十
九
年
︵
一
八
三
九
︶
の

毛
應
觀
﹃
經
圖
匯
考
﹄
や
同
治
三
年
︵
一
八
六
四
︶
の
尹
繼
美
﹃
詩
地

理
攷
略
﹄
の
﹁
詩
地
理
圖
﹂
は
、
編
者
が
作
成
し
た
新
た
な
圖
解
を

多
く
收
錄
す
る
が
、
ご
く
一
部
に
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
か
ら
節
略
し
た

ら
し
き
圖
解
も
あ
る︵

　
︶
43

。
ま
た
、
同
治
十
年
︵
一
八
七
一
︶
の
方
玉
潤

﹃
詩
經
原
始
﹄
は
、﹁
三
代
の
制
作
﹂
に
つ
い
て
後
人
の
圖
は
必
ず
し

も
眞
を
傳
え
る
と
は
限
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
萬
古
不
變
の
存
在

と
し
て
考
證
可
能
な
天
文
地
理
な
ど
の
圖
を
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
か
ら

採
錄
し
、
さ
ら
に
﹁
思
無
邪
太
極
圖
﹂
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
﹃
詩

經
﹄
圖
解
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
圖
を
採
錄
し
て
い
る︵

　
︶
44

。
こ
の
時
期
、

﹃
詩
經
﹄
の
考
證
を
目
的
と
し
た
新
た
な
圖
解
の
編
纂
で
は
、
主
に

﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
が
參
照
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
宣
統
年
間
か
ら
民
國
初
頭
に
か
け
て
﹃
詩
經
﹄
圖
解
が

多
く
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
書
肆
の
刊
行
し
た
﹃
詩

卷
八
［
九
魚
］、
雜

器
・
兵
器

卷
一
、
鳥

■
九
、
冠
服
・
衣
裳
・

佩
用

■
■
、
■

■
十
、
車
制
・
元
戎
圖
・
小
戎
圖
・
靈
臺
圖
・
辟
雝
圖
・
皋
門
應
門
圖
・
泮
宮
圖
・
定
星
圖
・
流
火
圖
・
大
東
總
星
圖
・

公
劉
相
陰
陽
圖
・
豳
風
七
月
風
化
圖
・
十
五
國
風
地
理
圖

■
三
、
■
・
草
［
中
］
■
■
、
草
［
中
］・

■
［
下
］

■
■
、
■
・
蟲
［
木

上
］

卷
六
、
魚
［
木
下
］
卷
七
、
禮
器
・
樂
器

表
四　

徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
稿
本
の
目
次

※
■
は
破
損
箇
所
、［　

］
内
は
朱
筆
の
追
加
・
修
正
。
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經
﹄
テ
キ
ス
ト
の
附
錄
で
あ
る
。
こ
の
種
の
テ
キ
ス
ト
は
﹃
監
本
詩

經
﹄
や
﹃
御
纂
詩
義
折
中
﹄
な
ど
公
的
な
テ
キ
ス
ト
を
思
わ
せ
る
書

名
で
あ
り
、
本
文
は
確
か
に
﹃
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
﹄
や
乾
隆
年
間

の
勅
撰
﹃
御
纂
詩
義
折
中
﹄
だ
が
、
圖
解
は
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
と
異

な
る
。
ま
た
、
書
名
に
﹁
繪
圖
﹂
と
あ
っ
て
も
圖
解
が
な
い
、
あ
る

い
は
書
名
に
圖
解
と
な
く
と
も
圖
解
が
附
さ
れ
て
い
る
な
ど
混
亂
が

見
ら
れ
る︵

　
︶
45

。
以
下
で
は
筆
者
が
調
査
し
た
な
か
で
も
特
徵
的
な
圖

解
を
三
種
と
り
あ
げ
る
。

四
―
一　

章
福
記
刊
行
『
監
本
詩
經
』（
宣
統
三
年
）

　

章
福
記
の
刊
行
し
た
﹃
監
本
詩
經
﹄
の
卷
頭
に
は
、
建
築
、
車

馬
、
衣
冠
、
器
物
に
關
す
る
四
十
六
の
圖
解
が
附
さ
れ
て
い
る
︵
表

五
參
照

︵
　
︶
46

︶。
こ
の
う
ち
、
衣
冠
・
器
物
の
圖
の
冒
頭
に
は
﹁
冠
服
、

樂
器
な
ど
の
圖
は
、
原
碑
︵﹃
六
經
圖
碑
﹄︶
に
註
釋
が
な
い
た
め
、

大
全
︵﹁
大
全
圖
﹂︶
か
ら
補
っ
た
﹂
と
い
う
註
記
が
あ
る
。
圖
の
ほ

う
は
確
か
に
﹃
六
經
圖
碑
﹄
と
同
じ
だ
が
、
三
十
二
圖
の
解
說
は

﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
と
ほ
ぼ
同
じ
內
容
で
あ
る
。﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
と
異

な
る
一
部
の
解
說
は
﹁
大
全
圖
﹂
の
解
說
や
、
漢
唐
の
註
疏
、
明
の

41
升
斗
︵
椒
聊
︶

33
罍
︵
卷
耳
︶

25
籩
︵
伐
柯
︶

17
邪
幅
︵
草
菽
︶

９
臺
笠︵
都
人
士
︶

１
靈
臺
之
圖

42
筐
︵
采
蘋
︶

34
秬
︵
江
漢
︶

26
豆
︵
伐
柯
︶

18
雜
佩

10
緇
撮︵
都
人
士
︶

２
辟
廱
之
圖

43
璧
︵
雲
漢
︶

榖
璧
／
蒲
璧

35
卣
︵
江
漢
︶

27
俎
︵
楚
茨
︶

19
觹
︵
芄
蘭
︶

11
袞
衣
︵
九
罭
︶

３
皋
門
應
門
之
圖

44
璋
瓚
︵
棫
樸
︶

36
犧
尊
︵
閟
宮
︶

28
斝
︵
行
葦
︶

20
笄︵
君
子
偕
老
︶

12
羔
裘
豹
飾
︵
鄭

羔
裘
︶

４
泮
宮
之
圖

45
罐
︵
宛
邱
︶

37
楅
衡
︵
閟
宮
︶

29
登
︵
生
民
︶

21
縭
︵
東
山
︶

13
繡
裳
︵
九
罭
︶

５
周
元
戎
圖

46
筥
︵
采
蘋
︶

38
鬯
︵
江
漢
︶

30
簋
︵
權
輿
︶

22
韘
︵
芄
蘭
︶

14
狐
裘︵
檜
羔
裘
︶

６
秦
小
戎
圖

39
圭
︵
雲
漢
︶

桓
圭
／
信
圭
／

躬
圭

31
爵
︵
簡
兮
︶

23
帨︵
野
有
死
麕
︶

15
芾
䡟
︵
侯
人
／

菜
菽
︶

７
冔

40
圭
瓚
︵
早
麓
︶

32
壺
︵
韓
奕
︶

24
■︵
君
子
偕
老
︶

16
瑱︵
君
子
偕
老
︶

８
弁
︵
淇
澳
︶

表
五　
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
收
錄
圖
一
覽

※
網
掛
け
は
、
解
説
が
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
と
同
じ
か
類
似
し
た
項
目
。
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清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
︵
原
田
︶

﹃
六
家
詩
名
物
疏
﹄
な
ど
か
ら
節
錄
し
た
ら
し
い
も
の
、
典
據
不
明

の
も
の
が
あ
る
。

　

本
圖
解
は
註
記
に
あ
る
出
典
と
實
際
の
內
容
が
一
致
せ
ず
、
解
說

の
採
錄
に
も
一
貫
性
が
無
い
こ
と
か
ら
、
書
肆
は
明
確
な
編
纂
意
圖

を
も
た
ず
既
成
の
圖
解
を
適
當
に
採
錄
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
內
容
か
ら
は
、
す
で
に
科
舉
が
廢
止
さ
れ
た
清
代
末
期

に
至
っ
て
も
﹃
六
經
圖
碑
﹄
や
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
が
參
照
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

四
―
二　

小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』（
宣
統
三
年
）

　
﹃
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
﹄
は
乾
隆
勅
撰
﹃
御
纂
詩
義
折
中
﹄
に
圖

を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
一
九
四
圖
、
圖
の
解
說
は
な
く
、﹁
十

五
國
風
地
理
之
圖
﹂
が
目
次
の
後
に
附
さ
れ
て
い
る
以
外
、
圖
は
す

べ
て
本
文
中
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

同
書
は
前
項
の
章
福
記
﹃
監
本
詩
經
﹄
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
圖
解
の
內
容
は
相
當
異
な
る
。
本
圖
解
の
圖
の
大
部
分
を

占
め
る
一
四
八
圖
は
、
天
明
四
年
︵
一
七
八
四
︶
日
本
の
岡
元
鳳
が

編
纂
し
た
﹃
毛
詩
品
物
圖
考
﹄
の
動
植
物
圖
で
あ
る
。
殘
り
の
四
十

六
圖
は
天
文
地
理
、
禮
樂
器
物
な
ど
で
あ
り
、
宋
元
以
來
の
﹃
詩

經
﹄
圖
解
と
共
通
す
る
圖
で
あ
る︵

　
︶
47

。
內
容
は
ほ
ぼ
﹁
欽
定
詩
經
圖
﹂

や
前
述
の
﹃
監
本
詩
經
﹄
と
同
じ
で
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
﹃
詩
經
﹄

圖
解
に
は
見
え
な
い
﹁
絲
衣
﹂
圖
が
あ
り
、
清
代
の
正
裝
が
圖
示
さ

れ
て
い
る
︵
圖
二

︵
　
︶
48

︶。

　

圖
解
を
本
文
中
に
組
み
込
む
改
編
は
本
論
で
既
述
し
た
高
朝
瓔

﹃
詩
經
體
註
圖
考
﹄
に
先
例
が
あ
り
、
よ
り
實
用
的
に
圖
解
を
讀
者

に
提
示
す
る
こ
と
を
意
圖
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
岡
元
鳳
﹃
毛
詩

品
物
圖
考
﹄
は
、
早
く
は
光
緒
十
二
年
に
上
海
の
積
山
書
局
が
刊
行

し
て
お
り
、
宣
統
二
年
に
は
上
海
の
鑄
記
書
局
が
﹃
詩
經
﹄
に
﹃
毛

詩
品
物
圖
考
﹄
を
附
し
て
い
る
。﹃
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
﹄
は
お
そ

ら
く
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
﹃
毛
詩
品
物
圖
考
﹄
が
好
評
を
博
し

て
い
た
な
ど
の
理
由
で
收
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。

四
―
三　

上
海
天
寶
書
局
『
監
本
詩
經
』
の
圖
解
（
民
國
七
年
）

　

上
海
天
寶
書
局
﹃
監
本
詩
經
﹄
の
卷
頭
に
あ
る
全
四
十
九
圖
の
う

圖
二　
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
の
「
絲
衣
」
圖
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ち
、
唯
一
、
宋
元
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
と
共
通
す
る
の
は
冒
頭
の
﹁
十

五
國
風
地
理
之
圖
﹂
だ
け
で
あ
り
、
四
十
八
圖
は
岡
元
鳳
﹃
毛
詩
品

物
圖
考
﹄
の
圖
で
あ
る︵

　
︶
49

。﹁
十
五
國
風
地
理
之
圖
﹂
に
は
元
代
の
地

名
が
見
え
て
お
り
、﹃
六
經
圖
碑
﹄
の
﹁
詩
經
圖
﹂
か
清
代
の
﹁
大

全
圖
﹂
か
ら
採
錄
し
た
ら
し
い
。

　

こ
の
﹃
監
本
詩
經
﹄
の
圖
解
が
動
植
物
の
み
を
採
錄
し
、
禮
樂
、

器
物
に
關
す
る
圖
を
削
除
し
た
點
は
、
先
の
﹃
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
﹄

と
同
樣
、﹃
詩
經
﹄
學
習
の
變
化
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
手
が
か
り
と

な
る
事
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、

本
書
が
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
變
遷
の
最
後
に
位
置
す
る
資
料
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
書
以
後
、
圖
解
を
附
し
た
﹃
詩
經
﹄
の
テ
キ
ス
ト

自
體
が
ほ
と
ん
ど
刊
行
さ
れ
な
く
な
る
。
南
宋
以
來
、
改
編
を
重
ね

な
が
ら
編
纂
さ
れ
て
き
た
附
錄
と
し
て
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
が
清
朝
の

終
焉
と
と
も
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
王
朝
下
で
の
教

育
制
度
や
學
習
內
容
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
の
證
左
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
論
で
考
察
し
た
個
々
の
圖
解
の
編
纂
狀
況
か
ら
、
清
代
の
﹃
詩

經
﹄
圖
解
編
纂
の
動
向
は
概
ね
四
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず

は
明
代
以
來
參
照
さ
れ
た
﹁
大
全
圖
﹂
を
飜
刻
、
改
編
し
た
時
期

︵
康
熙
初
年
か
ら
末
年
︶、
次
は
よ
り
古
い
宋
元
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
着
目

し
飜
刻
、
改
編
し
た
時
期
︵
康
熙
中
期
か
ら
乾
隆
中
期
︶、
そ
し
て
動

植
物
や
地
理
を
專
ら
收
錄
す
る
新
た
な
圖
解
が
編
纂
さ
れ
始
め
た
時

期
︵
乾
隆
中
期
か
ら
同
治
年
間
︶、
最
後
は
動
植
物
の
圖
解
﹃
毛
詩
品

物
圖
考
﹄
が
廣
ま
り
、
宋
元
以
來
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
內
容
が
次
第

に
失
わ
れ
た
時
期
︵
清
末
か
ら
民
國
初
期
︶
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
編
纂
動
向
の
な
か
で
清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解

は
何
を
繼
承
し
、
改
編
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
解
說
と

圖
と
で
は
異
な
る
狀
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

ま
ず
解
說
で
は
、
明
代
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
改
編
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
典
型
例
は
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
は
明

確
な
目
的
、
す
な
わ
ち
朱
熹
の
﹃
詩
集
傳
﹄
を
主
と
し
て
漢
唐
の
注

疏
な
ど
を
折
中
し
﹃
詩
經
﹄
解
釋
の
標
準
を
示
す
た
め
に
、
明
の

﹁
大
全
圖
﹂
の
解
說
の
み
を
大
幅
に
增
補
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
の
前
後
に
刊
刻
さ
れ
た
圖
解
の
解
說
も
、
學
習

者
に
多
樣
な
知
識
を
提
供
す
る
、
他
の
圖
解
と
差
別
化
し
營
利
を
圖

る
、
學
習
の
標
準
を
示
す
な
ど
と
推
測
さ
れ
る
目
的
か
ら
、
そ
れ
ま

で
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
解
釋
を
引
用
し

た
り
、﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂
の
解
說
を
取
り
入
れ
た
り
し
た
。
一
方
、

圖
に
描
か
れ
た
事
物
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
清
代
の
大
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清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
︵
原
田
︶

部
分
の
圖
は
南
宋
﹁
指
南
圖
﹂、
元
代
﹁
六
經
圖
碑
﹂
の
﹁
詩
經
圖
﹂、

明
代
﹁
大
全
圖
﹂
の
い
ず
れ
か
の
も
の
で
あ
る
。

　

解
說
と
圖
の
改
編
が
對
照
的
な
狀
況
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
一
つ

の
要
因
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
根
據
が
明
確
で
あ
っ
た
か
否
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

解
說
に
つ
い
て
言
え
ば
、
多
く
の
清
代
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
底
本
と

な
っ
た
宋
、
元
、
明
の
圖
解
の
解
說
に
は
概
ね
明
確
な
根
據
が
あ
っ

た
。
南
宋
の
﹁
指
南
圖
﹂
は
漢
唐
の
注
疏
、
明
代
の
﹁
大
全
圖
﹂
は

朱
熹
﹃
詩
集
傳
﹄
や
﹃
朱
子
語
類
﹄
を
主
に
採
錄
し
て
い
る
。
元
代

﹁
六
經
圖
碑
﹂
の
﹁
詩
經
圖
﹂
に
解
說
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
ご
く

一
部
に
朱
熹
や
張
載
、
王
安
石
な
ど
の
解
說
が
見
え
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
誰
の
唱
え
た
說
か
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
解
說
を
改
編
す
る

か
ど
う
か
は
﹃
詩
經
﹄
の
解
釋
、
學
習
の
流
行
や
編
纂
者
の
見
解
に

左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
對
し
て
、
明
代
以
前
の
圖
の
多
く
は
根
據
が
不
明
で
あ
っ

た
。
南
宋
の
﹁
指
南
圖
﹂
は
﹁
作
詩
時
世
﹂
に
歐
陽
脩
輯
﹃
鄭
氏
詩

譜
﹄
が
、﹁
齊
國
風
挚
壺
氏
圖
﹂
に
呂
才
や
燕
肅
の
漏
刻
圖
を
典
據

と
し
て
舉
げ
る
以
外
、
他
の
圖
は
編
者
の
楊
甲
が
自
身
で
作
成
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
他
書
か
ら
採
錄
し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま

た
元
代
﹁
六
經
圖
碑
﹂
の
﹁
詩
經
圖
﹂
や
、
明
代
﹁
大
全
圖
﹂
の
原

圖
で
あ
る
羅
復
、
劉
瑾
の
圖
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
﹁
指
南
圖
﹂
と
こ

れ
を
南
宋
の
書
肆
が
改
編
し
た
圖
解
を
も
と
に
、
元
代
の
編
者
が
さ

ら
に
改
編
、
增
補
を
加
え
た
と
推
測
さ
れ
る︵

　
︶
50

。
圖
は
、
宋
か
ら
元

に
至
る
過
程
で
無
名
の
人
物
や
書
肆
に
よ
り
改
編
を
重
ね
た
こ
と

で
、
誰
が
い
つ
、
何
を
根
據
に
ど
の
よ
う
な
意
圖
で
作
成
し
た
の

か
、
そ
の
由
來
は
一
層
不
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
根
據
が
不
明
な
圖
に
對
し
て
、
清
代
に
は
古
の
學
者

が
作
成
し
、
長
期
に
渡
っ
て
傳
來
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
む
し

ろ
保
存
や
參
照
の
價
值
が
認
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
﹁
欽
定
詩
傳
圖
﹂

の
編
者
は
圖
解
收
錄
の
意
圖
を
﹁
詩
に
圖
有
り
譜
有
り
。
譜
は
以
て

諸
國
の
世
次
を
臚
ね
て
其
の
時
代
を
考
う
。
圖
は
以
て
三
代
以
上
制

作
の
舊
を
存
す
。
古
人
の
左
圖
右
書
は
、
其
の
遺
意
な
り
。
今
略
ぼ

之
を
存
す
﹂
と
述
べ
て
お
り︵

　
︶
51

、
古
く
よ
り
傳
わ
っ
た
圖
譜
は
古
人

の
見
解
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら
保
存
し
、
參
照
に
供
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
宋
元
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
改

編
で
は
、
圖
解
の
間
に
存
在
す
る
違
い
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
結
局
﹁
三
代
の
舊
を
存
す
る
﹂
も
の
と
し
て
圖
を
改
め
る
こ

と
は
な
か
っ
た︵

　
︶
52

。
宋
元
以
來
の
﹃
詩
經
﹄
圖
は
、
根
據
が
不
明
で

あ
っ
た
こ
と
で
そ
の
ま
ま
傳
え
ら
れ
、﹃
詩
經
﹄
の
學
習
や
解
釋
に

影
響
を
與
え
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
根
據
が
不
明
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て
の
圖
が
一
貫

し
て
保
存
、
參
照
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
本
論

で
既
述
し
た
康
煕
年
間
の
趙
燦
英
﹁
詩
經
圖
考
﹂
と
同
治
年
間
の
方

玉
潤
﹃
詩
經
原
始
﹄
の
編
纂
態
度
の
違
い
は
對
極
を
な
し
て
い
る
。

趙
燦
英
は
古
今
共
通
の
事
物
で
あ
る
天
文
地
理
の
圖
を
削
り
、
衣
冠

や
器
物
な
ど
清
代
當
時
の
風
俗
と
は
異
な
る
事
物
の
失
傳
を
憂
慮
し

て
收
錄
し
た
が
、
方
玉
潤
は
後
人
の
圖
が
必
ず
し
も
﹁
三
代
の
制

作
﹂
の
實
際
の
形
狀
を
傳
え
る
も
の
で
は
な
い
と
疑
い
、
萬
古
不
變

で
考
證
可
能
な
天
文
地
理
な
ど
の
圖
の
み
を
收
錄
し
た
。
こ
の
方
玉

潤
の
考
え
方
は
、
清
代
に
な
っ
て
初
め
て
見
ら
れ
る
新
た
な
﹃
詩

經
﹄
圖
解
の
內
容
と
あ
い
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
康
煕
年
間
の
姜
文

燦
﹁
深
柳
堂
詩
經
圖
考
﹂
に
お
け
る
日
月
食
の
圖
や
、
乾
隆
中
期
以

降
の
尹
繼
美
﹁
詩
地
理
圖
﹂
や
徐
鼎
、
岡
元
鳳
の
動
植
物
圖
な
ど

は
、
い
ず
れ
も
方
玉
潤
の
い
う
萬
古
不
變
で
考
證
可
能
な
事
物
に
相

當
す
る
。

　

す
で
に
失
わ
れ
た
事
物
を
根
據
の
不
明
な
圖
に
求
め
る
の
か
、
あ

る
い
は
根
據
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
な
事
物
を
圖
に
依
據
し
て
考
證

す
る
の
か
、
こ
の
認
識
の
轉
換
こ
そ
、
清
代
に
な
り
新
た
な
﹃
詩

經
﹄
圖
解
の
編
纂
が
廣
ま
り
、
宋
元
以
來
の
圖
解
が
失
わ
れ
て
い
っ

た
契
機
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注︵
１ 

︶ 

明
以
前
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
變
遷
經
過
に
つ
い
て
、
筆
者
は
論
文

﹁﹃
詩
經
﹄
圖
解
本
の
變
遷
：
宋
か
ら
明
初
ま
で
﹂︵
早
稻
田
大
學
中
國
文

學
會
編
﹃
中
國
文
學
研
究
﹄
第
三
十
八
期
︶
お
よ
び
﹁﹁
詩
經
大
全
圖
﹂

と
﹁
詩
傳
圖
﹂ 

︱
明
清
期
の
勅
撰 ﹃
詩
經
﹄ 

圖
解
に
つ
い
て
︱
﹂︵
同
三
十

九
期
︶
に
記
し
た
。

︵
２ 

︶ 

こ
れ
以
外
に
も
、
康
熙
中
後
期
の
書
肆
鄒
聖
脈
が
編
纂
し
た
﹃
御
案

詩
經
備
旨
﹄
卷
頭
に
は
地
圖
﹁
詩
十
五
國
圖
﹂
が
あ
り
、﹁
北
和
﹂
と
い

う
地
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
元
代
﹃
六
經
圖
碑
﹄
や
清
代
﹁
大
全
圖
﹂

の
﹁
嶺
北
省
今
和
林
城
﹂
を
誤
っ
て
收
錄
し
た
ら
し
い
。
清
代
に
お
け

る
﹁
大
全
圖
﹂
の
影
響
を
考
え
る
上
で
は
多
少
の
意
義
は
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
地
圖
だ
け
で
は
編
纂
意
圖
を
考
察
し
が
た
い
た
め
、
本
論
で

は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

︵
３
︶ 

註
釋
一
の
論
文
﹁﹁
詩
經
大
全
圖
﹂
と
﹁
詩
傳
圖
﹂﹂
を
參
照
。

︵
４
︶ 

と
も
に
刊
刻
者
は
﹁
興
賢
堂
書
鋪
唐
少
村
﹂、
内
閣
文
庫
所
藏
。

︵
５
︶ ﹃
四
庫
全
書
存
目
叢
書
﹄
收
錄
の
北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
に
よ
る
。

︵
６ 

︶ 

明
の
盧
謙
、
章
達
翻
刻
﹃
五
經
圖
﹄
の
萬
曆
四
十
二
年
李
維
楨
序
に

﹁
國
家
頒
五
經
大
全
、
學
宮
皆
有
圖
﹂
と
あ
る
。

︵
７ 

︶ 

本
論
で
は
北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
及
び
﹃
四
庫
全
書
存
目
叢
書
﹄
所

收
本
を
用
い
た
。

︵
８ 
︶ ﹃
詩
經
正
解
﹄
葛
筠
の
序
お
よ
び
﹃
四
庫
全
書
總
目
﹄
卷
十
八
﹃
詩
經

正
解
﹄
に
よ
る
。

︵
９ 

︶ ﹃
四
庫
全
書
總
目
﹄﹁
詩
經
正
解
﹂
條
に
は
﹁
大
抵
襲
六
經
圖
及
名
物

疏
諸
書
而
爲
之
。
其
訓
釋
亦
頗
淺
易
﹂
と
あ
る
。
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清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
︵
原
田
︶

︵
10 

︶ ﹃
三
禮
圖
﹄
か
ら
の
採
録
が
明
ら
か
な
の
は
39
﹁
几
﹂、
40
﹁
筵
﹂、
49

﹁
圭
﹂、
50
﹁
璧
﹂
の
五
圖
、
出
典
未
詳
の
圖
は
37
﹁
斝
﹂、
38
﹁
罍
﹂、

43
﹁
犧
尊
﹂、
44
﹁
壺
﹂、
46
﹁
卣
﹂、
58
﹁
鞉
﹂、
84
﹁
鼎
﹂、
95
﹁
決
﹂、

96
﹁
拾
﹂
の
九
圖
で
あ
る
。

︵
11 

︶ 

洪
雲
來
は
﹃
乾
隆
福
建
通
志
﹄
卷
二
十
七
﹁
職
官
八
・
大
田
縣
﹂
に

﹁
錢
塘
人
。
監
生
﹂
と
見
え
る
。

︵
12
︶ 

復
旦
大
學
圖
書
館
藏
高
燮
舊
藏
本
を
用
い
た
。

︵
13 

︶ ﹃
四
庫
全
書
總
目
﹄
卷
十
八
﹃
詩
經
集
成
﹄
條
も
そ
の
體
裁
を
﹁
大
旨

爲
揣
摩
場
屋
之
用
﹂
と
し
て
い
る
。

︵
14 

︶ 

凡
例
に
は
﹁
余
聞
詩
中
有
畫
、
描
情
繪
景
正
在
有
意
無
意
之
間
、
非

特
形
象
而
已
也
。
況
舉
業
所
尚
、
惟
取
考
核
詳
明
、
證
據
確
實
、
豈
云

畫
中
有
詩
哉
。
獨
是
古
本
所
傳
亦
有
談
及
圖
繪
者
、
列
之
篇
端
、
以
供

博
覽
、
未
爲
不
可
然
﹂
と
あ
る
。

︵
15 

︶ 

北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
の
道
光
十
四
年
范
紫
登
校
訂
﹃
詩
經
體
注
圖

考
大
全
﹄
を
用
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
同
治
五
年
本
﹃
五
經
體
注
大
全
﹄、

文
德
堂
本
、
書
業
德
同
治
九
年
本
な
ど
が
あ
る
。

︵
16 

︶ 

高
朝
瓔
は
他
に
も
﹃
古
文
新
知
﹄︵
尊
經
閣
文
庫
所
藏
︶
な
ど
を
編
纂

し
て
い
る
。﹃
詩
經
體
注
圖
考
﹄
の
校
正
者
に
門
人
の
氏
名
が
複
數
見
ら

れ
、
私
塾
で
學
問
を
教
授
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

︵
17 

︶ 

自
序
に
は
﹁
間
列
圖
考
、
便
於
省
覽
。
亦
欲
爲
窮
經
之
藉
、
非
徒
沾

沾
供
帖
括
資
也
﹂
と
あ
る
。

︵
18
︶ 

註
釋
一
の
論
文
﹁﹁
詩
經
大
全
圖
﹂
と
﹁
詩
傳
圖
﹂﹂
を
參
照
。

︵
19 

︶ ﹃
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
﹄
凡
例
に
は
﹁
今
標
以
︵
朱
子
︶
爲
宗
、
而
自

漢
迄
明
諸
儒
先
之
解
詁
、
采
其
義
理
精
當
有
裨
經
旨
者
、
錄
在
朱
傳
之

後
爲
集
說
。
其
文
義
小
殊
、
彼
此
相
備
者
爲
折
其
中
。
或
二
說
各
成
其

是
、
則
別
爲
附
錄
、
用
資
參
考
﹂
と
あ
る
。

︵
20
︶ ﹃
四
庫
全
書
存
目
叢
書
﹄
所
收
の
南
京
圖
書
館
藏
康
煕
刻
本
を
用
い
た
。

︵
21 

︶ 

江
爲
龍
の
經
歴
は
﹃
四
庫
全
書
總
目
﹄
や
﹃
鄭
堂
讀
書
記
﹄
卷
二
﹃
朱

子
六
經
圖
﹄
條
、﹃
光
緒
重
脩
安
徽
通
志
﹄
卷
一
百
八
十
な
ど
に
み
え
、

李
驎
﹃
虬
峰
文
集
﹄
卷
十
六
﹁
筠
圃
江
先
生
傳
﹂︵
江
爲
龍
の
父
の
傳
︶

に
も
や
や
言
及
が
あ
る
。

︵
22 

︶ 

江
爲
龍
の
幼
少
期
か
ら
の
學
習
と
考
證
に
つ
い
て
は
、
自
序
に
﹁
余

自
成
童
以
來
、
每
遇
經
書
疑
義
、
輒
博
覽
考
核
以
求
其
故
、
必
使
瞭
然

胸
中
。
而
後
已
幾
欲
廣
搜
備
攷
、
匯
爲
成
書
、
以
告
來
學
。
乃
始
束
縛

於
貼
括
家
言
、
已
而
挾
策
走
四
方
、
通
籍
後
復
軮
掌
於
簿
書
。
歲
月
悠

忽
、
虛
願
莫
酬
﹂
と
あ
り
、﹃
朱
子
六
經
圖
﹄
入
手
の
經
過
は
﹁︵
康
熙
︶

戊
子
小
春
、
豫
章
廣
之
永
豐
周
生
子
用
爲
余
乙
酉
分
校
所
得
士
、
過
從

宜
陽
官
舍
、
攜
朱
子
六
經
圖
以
贈
。
披
閱
之
下
見
其
繪
象
圖
形
、
窮
原

竟
委
、
凡
經
學
之
淵
源
繁
賾
、
莫
不
燦
如
指
掌
﹂
と
あ
る
。
ま
た
、
飜

刻
に
際
し
て
順
序
を
整
え
た
こ
と
は
葉
涵
雲
の
序
に
﹁
圖
舊
勒
石
於
信

州
頖
宮
、
以
摹
印
維
難
致
。
其
傳
不
廣
、
且
碑
碣
參
伍
位
置
錯
綜
、
加

以
裝
潢
家
割
裂
倒
亂
、
不
便
觀
覽
。
余
同
表
兄
硯
崖
江
先
生
彙
次
成
帙
、

條
分
縷
析
、
因
類
屬
編
、
更
益
以
四
書
圖
、
共
得
十
六
卷
﹂
と
あ
る
。

︵
23 

︶ 

葉
涵
雲
の
序
に
﹁
但
向
時
墨
刻
、
自
宋
迄
明
、
石
凡
數
易
、
點
畫
磨

滅
、
魯
魚
亥
豕
、
寧
無
沿
誤
﹂
と
あ
る
。

︵
24 
︶ 
元
の
盧
天
祥
が
信
州
の
學
校
に
﹃
六
經
圖
碑
﹄
を
建
立
し
た
こ
と
は
、

﹃
大
明
一
統
志
﹄
卷
五
十
一
﹁
廣
信
府
﹂
條
に
見
え
る
。

︵
25 

︶ 

周
中
孚
﹃
鄭
堂
讀
書
記
﹄
卷
二
﹃
朱
子
六
經
圖
﹄
に
は
﹁
此
本
徒
以
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附
入
四
書
圖
之
故
、
冠
以
朱
子
二
字
、
究
屬
非
是
。
故
提
要
本
删
之
也
﹂

と
あ
る
。

︵
26
︶ 
北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
を
用
い
た
。

︵
27 

︶ 
清
の
﹃
江
南
通
志
﹄
卷
一
二
四
、﹃
陝
西
通
志
﹄
卷
二
三
、﹃
湖
廣
通

志
﹄
卷
二
十
五
な
ど
に
見
え
る
。

︵
28 

︶ 

自
序
に
は
﹁
其
書
︵
明
代
飜
刻
の
﹃
六
經
圖
﹄︶
長
尺
有
五
、
廣
二
尺

餘
、
若
置
諸
几
之
小
者
則
溢
出
於
外
、
攜
以
遊
則
衍
篋
、
不
能
容
⋮
今

又
以
書
之
弗
良
於
讀
也
、
斂
其
式
、
以
便
於
人
﹂
と
あ
る
。

︵
29 

︶ 

本
論
で
は
京
都
大
學
文
學
部
圖
書
館
所
藏
の
道
光
十
一
年
張
洪
範
刻

本
お
よ
び
北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
道
光
二
十
五
年
汪
根
敬
刻
本

に
よ
っ
た
。
雍
正
元
年
の
初
刻
本
は
未
見
。

︵
30 

︶ 

自
序
に
は
﹁
康
熙
辛
丑
歲
、
陽
翟
有
鬻
故
書
者
、
購
得
六
經
圖
六
卷
。

展
視
之
、
回
憶
少
時
所
受
茫
如
墜
煙
霧
者
﹂
や
﹁
信
州
石
本
、
廬
江
木

本
流
布
絕
少
、
鋟
而
行
之
、
誠
窮
經
者
之
一
助
也
﹂
と
あ
る
。

︵
31 

︶ 

牟
欽
元
の
序
に
は
﹁
漢
宋
以
來
、
諸
儒
考
訂
詳
明
、
刻
石
使
傳
于
世

也
。
維
是
鵝
湖
書
院
遺
跡
雖
存
、
歲
久
模
糊
、
殘
缺
失
次
。
六
經
坊
本

摘
附
篇
首
、
又
復
簡
略
、
不
可
端
倪
﹂
と
あ
り
、
萬
邦
榮
の
序
に
は

﹁︵﹃
文
獻
通
考
﹄︶
雖
其
他
遺
漏
尚
多
、
然
使
先
有
所
謂
六
經
圖
者
似
所

宜
錄
、
而
未
嘗
紀
載
何
與
、
且
予
曾
假
信
州
石
本
與
此
對
校
、
而
前
後

參
錯
、
多
所
不
同
、
其
故
亦
未
詳
也
。︵﹃
六
經
圖
碑
﹄︶
或
疑
作
於
元
明

之
間
﹂
と
あ
る
。

︵
32 

︶ ﹃
四
庫
全
書
存
目
叢
書
﹄
所
收
の
北
京
中
國
國
家
圖
書
館
藏
乾
隆
五
年

刻
本
を
用
い
た
。

︵
33 

︶ ﹃
四
庫
全
書
總
目
﹄
卷
七
十
七
﹁
鄭
之
僑
鵞
湖
講
學
會
編
十
二
卷
﹂
條

に
經
歴
が
見
え
る
。

︵
34 

︶ 

鄭
之
僑
の
序
に
は
﹁
諸
生
若
信
若
疑
、
間
出
所
藏
六
經
圖
⋮
⋮
披
閱
梗

概
、
編
次
工
密
、
位
置
井
然
。
先
儒
表
章
聖
經
、
厥
功
鉅
哉
。
廼
細
按
、

其
奇
偶
之
分
、
日
星
之
度
⋮
⋮
以
迄
鳥
獸
草
木
之
名
、
舛
錯
頗
多
。
不

知
者
竟
以
雜
僞
誣
其
眞
本
﹂
や
﹁
爰
公
餘
挑
燈
按
規
求
矩
、
手
自
摹
畫
。

於
碑
碣
之
訛
者
正
之
、
其
殘
缺
者
補
之
、
參
益
諸
儒
集
說
。
歷
數
寒
暑

而
圖
成
。
以
質
諸
生
、
諸
生
以
爲
裨
於
初
學
、
請
付
開
雕
﹂
と
あ
る
。

︵
35 

︶ ﹃
四
庫
全
書
存
目
叢
書
﹄
所
收
の
南
京
圖
書
館
藏
乾
隆
三
十
七
年
刻
本

を
用
い
た
。

︵
36 

︶ 

劉
希
周
に
は
﹁
朝
廷
開
孝
友
方
正
之
科
、
大
吏
廉
其
名
以
薦
、
卒
以

孝
養
不
赴
徵
﹂
や
﹁
先
生
以
名
諸
生
、
久
困
場
屋
、
顧
不
屑
屑
舉
子
業
﹂

と
あ
る
。﹁
孝
友
方
正
之
科
﹂
は
﹃
清
史
稿
﹄
卷
一
百
九
﹁
選
擧
志
﹂
に

あ
る
﹁
孝
廉
方
正
科
﹂
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
羅
鶴
齡
の
序
に
は
﹁
泰

庠
名
士
﹂
と
あ
る
。

︵
37 

︶ 

陳
夢
得
の
序
に
は
﹁
楊
公
輝
斗
篤
學
嗜
古
、
家
中
縹
緗
萬
卷
、
而
古

刻
圖
譜
尤
多
。
其
所
藏
六
經
圖
、
信
州
眞
本
也
﹂
や
﹁
公
常
念
舉
業
之

家
所
好
、
雖
篤
而
每
苦
其
無
力
。
是
以
多
隘
於
見
聞
。
因
願
纂
輯
諸
圖
、

專
刻
成
書
﹂
と
あ
り
、
陳
士
誠
の
序
に
は
﹁
家
藏
六
經
圖
眞
本
世
罕
有

傳
、
特
以
代
久
年
湮
、
不
無
殘
缺
。
先
生
加
意
補
葺
、
參
以
諸
家
論
說
、

又
折
中
于
御
纂
諸
經
、
集
爲
九
經
圖
。
未
脫
稿
而
賫
志
以
歿
﹂、
劉
希
周

の
序
に
は
﹁
積
歲
窮
經
、
并
留
意
于
圖
考
。
收
錄
是
書
、
以
信
州
圖
爲

本
、
其
間
闕
失
、
補
以
先
儒
之
說
。
于
御
纂
諸
經
所
有
者
、
則
恪
遵
焉
﹂

と
あ
る
。

︵
38 

︶ 

凡
例
に
は
﹁
信
州
石
本
每
經
分
上
下
卷
、
凡
十
二
鉅
幅
、
不
載
編
輯
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清
代
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
つ
い
て
︵
原
田
︶

姓
氏
。
自
宋
楊
氏
鼎
卿
︵
楊
甲
︶
苗
氏
昌
言
序
刻
之
後
、
明
吳
氏
繼
仕

重
刻
、
已
多
殘
缺
﹂
と
あ
る
。

︵
39 
︶ 
楊
文
源
の
序
に
は
﹁︵
楊
魁
植
︶
又
編
輯
經
圖
、
尚
未
脫
稿
。
展
讀
之

下
、
每
用
愴
然
。
因
近
科
秋
開
、
策
問
屢
以
圖
學
課
士
、
伏
念
先
人
揣

摩
攻
苦
、
纂
集
成
書
、
精
神
爲
憊
﹂
と
あ
る
。

︵
40
︶ 

北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
乾
隆
三
十
六
年
刻
本
を
用
い
た
。

︵
41 

︶ 

畫
家
と
し
て
の
活
動
は
、
馮
金
伯
﹃
墨
香
居
畫
識
﹄
卷
六
や
蔣
寶
齡

﹃
墨
林
今
話
﹄
卷
四
に
見
え
る
。
ま
た
、
徐
鼎
の
自
序
に
は
﹁
余
丁
束
髮

時
、
兄
授
以
毛
詩
三
百
篇
、
輒
遇
耳
目
聞
見
之
物
、
欣
然
有
所
得
。
乃

欲
博
考
名
物
、
搜
羅
典
籍
、
往
來
書
肆
不
憚
煩
、
不
揆
檮
昧
、
編
而
輯

之
、
閱
二
十
年
矣
。
尤
恐
於
格
致
多
識
之
說
、
未
精
詳
也
。
凡
釣
叟
、

邨
農
、
樵
夫
、
獵
戶
、
下
至
輿
臺
皁
隸
、
有
所
聞
必
加
試
驗
而
後
圖
寫
﹂

と
あ
る
。

︵
42
︶ 

北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
稿
本
を
用
い
た
。

︵
43 

︶ 

北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
の
道
光
十
九
年
刻
﹃
經
圖
匯
考
﹄
と
同
治
三

年
刻
﹃
詩
地
理
攷
略
﹄
を
用
い
た
。

︵
44 

︶ ﹃
續
修
四
庫
全
書
﹄
所
收
本
を
用
い
た
。﹃
詩
經
原
始
﹄
凡
例
に
は
﹁
詩

原
有
圖
有
譜
、
二
者
均
不
可
廢
。
但
三
代
制
作
去
今
已
遠
、
後
人
以
意

仿
圖
、
未
必
卽
肖
。
唯
山
川
封
域
萬
古
不
易
、
建
置
雖
多
、
尚
可
尋
而

討
得
⋮
唯
制
度
名
物
諸
圖
、
則
在
所
畧
﹂
と
あ
る
。

︵
45 

︶ 

筆
者
が
調
査
し
た
﹃
監
本
詩
經
﹄
の
う
ち
、
清
末
の
京
都
正
興
德
記
、

光
緒
九
年
京
都
寶
書
堂
、
民
國
二
年
鑄
記
書
局
、
民
國
七
年
上
海
天
寶

書
局
、
民
國
十
年
文
成
堂
刊
行
の
も
の
に
は
圖
が
な
い
。
ま
た
、
民
國

初
期
の
上
海
廣
益
書
局
﹃
五
彩
繪
圖
監
本
詩
經
﹄
は
﹁
繪
圖
﹂
と
稱
す

る
が
圖
解
は
な
い
。
以
上
は
い
ず
れ
も
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
で
あ
る
。

︵
46
︶ 

北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
を
用
い
た
。

︵
47 

︶ 

共
通
す
る
四
十
六
の
圖
は
﹁
十
五
國
風
地
理
之
圖
﹂﹁
琴
・
瑟
・
皷
・

鐘
﹂﹁
罍
﹂﹁
筐
・
筥
・
錡
・
釜
﹂﹁
籥
・
爵
﹂﹁
笄
﹂﹁
瑱
・
象
・
揥
﹂﹁
定

中
揆
日
圖
﹂﹁
旄
・
旟
﹂﹁
殳
﹂﹁
矛
﹂﹁
雜
佩
﹂﹁
輪
輻
﹂﹁
小
戎
﹂﹁
虎

韔
・
俴
駟
﹂﹁
甲
﹂﹁
裳
﹂﹁
簋
﹂﹁
罐
﹂﹁
鬵
﹂﹁
流
火
﹂﹁
褵
﹂﹁
籩
・
䇺
﹂

﹁
袞
衣
・
繡
裳
﹂﹁
旐
・
旟
﹂﹁
白
斾
・
元
戎
﹂﹁
拾
・
決
﹂﹁
壎
・
篪
﹂﹁
大

東
圖
︵
無
圖
名
︶﹂﹁
俎
﹂﹁
芾
・
邪
幅
﹂﹁
臺
笠
・
緇
撮
﹂﹁
皋
門
應
門
﹂

﹁
靈
臺
・
辟
廱
﹂﹁
鼉
鼓
﹂﹁
豆
・
登
﹂﹁
干
・
戈
・
戚
・
揚
﹂﹁
相
陰
陽
﹂

﹁
桓
圭
・
信
圭
・
躬
圭
﹂﹁
壺
﹂﹁
卣
・
秬
・
鬯
﹂﹁
鼓
・
柷
・
簫
・
磬
・

圉
・
篪
﹂﹁
旂
﹂﹁
絲
衣
﹂﹁
泮
宮
﹂﹁
楅
衡
・
犧
尊
・
貝
胄
﹂
で
あ
る
。

︵
48 

︶ ﹁
絲
衣
﹂
圖
は
南
宋
書
肆
刊
刻
﹃
纂
圖
互
註
毛
詩
﹄
の
﹁
毛
詩
舉
要
圖
﹂

に
も
見
え
る
が
、
こ
の
書
は
後
世
流
傳
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

︵
49
︶ 

北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
を
用
い
た
。

︵
50
︶ 

本
論
注
釋
一
に
舉
げ
た
筆
者
論
文
に
よ
る
。

︵
51
︶ ﹃
欽
定
詩
經
纂
說
彙
纂
﹄
凡
例
に
よ
る
。

︵
52 

︶ 

例
え
ば
王
皓
の
﹁
六
經
圖
定
本
自
序
﹂
に
は
﹁
凡
依
舊
木
編
錄
者
、

或
有
圖
無
注
、
或
圖
詳
注
略
、
或
圖
注
兩
有
舛
錯
﹂
と
あ
る
が
、﹁
舛
錯
﹂

は
舊
木
︵
明
の
吳
繼
仕
翻
刻
﹃
六
經
圖
﹄︶
と
﹃
六
經
圖
碑
﹄
と
比
較
し

た
違
い
を
指
し
て
お
り
、
圖
そ
の
も
の
の
誤
り
を
指
摘
す
る
記
述
は
な

い
。
ま
た
、
鄭
之
僑
﹃
六
經
圖
﹄
凡
例
に
は
﹁
車
服
禮
器
⋮
舊
圖
有
合

者
摹
之
、
有
闕
者
補
之
、
總
以
存
三
代
以
上
之
舊
﹂
と
あ
り
、
他
の
諸

經
に
つ
い
て
も
圖
を
補
っ
た
と
い
う
記
載
し
か
な
い
。
他
の
宋
元
﹃
詩

經
﹄
圖
解
の
飜
刻
、
改
編
本
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。
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本
稿
は
平
成
二
十
五
～
二
十
七
年
度
科
硏
費
若
手
硏
究
︵
Ｂ
︶﹁
17
世
紀

以
降
の
日
中
に
お
け
る
﹃
詩
經
﹄
圖
解
の
展
開
に
關
す
る
硏
究
﹂︵
硏
究

課
題
番
號
：25770137

︶
及
び
平
成
二
十
八
年
度
科
硏
費
若
手
硏
究
︵
Ｂ
︶

﹁
日
本
の
﹃
詩
經
﹄
圖
解
に
お
け
る
特
色
の
形
成
に
關
す
る
硏
究
﹂︵
硏
究

課
題
番
號
：15K21527

︶
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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摘
　
要
：
自
南
宋
楊
甲
編
纂
︽
毛
詩
正
變
指
南
圖
︾
以
來
，《
詩
經
︾

圖
解
作
為
一
種
輔
導
資
料
，
在
民
間
廣
泛
普
及
，
並
由
一
些
學
者

和
書
坊
反
復
改
編
，
直
到
明
代
。
然
而
，
由
於
明
朝
頒
布
的
敕

撰
︽
詩
經
大
全
圖
︾
佔
據
了
主
要
地
位
，
因
而
明
代
︽
詩
經
︾
圖

解
的
改
編
處
於
停
滯
狀
態
。
本
文
根
據
此
情
況
，
分
析
清
代
︽
詩

經
︾
圖
解
繼
承
或
改
編
前
代
︽
詩
經
︾
圖
解
的
情
況
及
其
原
因
。

分
析
結
果
指
出
，
清
代
各
期
︽
詩
經
︾
圖
解
的
編
纂
、
翻
刻
情
況

明
顯
不
同
，
可
分
為
四
個
階
段
。
而
且
，
其
間
清
人
對
圖
解
的
重

視
度
發
生
了
變
化
。
筆
者
認
為
，
這
個
認
識
的
變
化
即
是
清
代
新

的
︽
詩
經
︾
圖
解
編
纂
活
動
興
起
，
而
宋
元
以
來
︽
詩
經
》
圖
解

逐
漸
消
失
的
契
機
。
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